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議
会
だ
よ
り
が
届
く
頃
は
、

秋
色
深
み
行
く
季
節
を
迎
え
る

頃
と
な
り
ま
す
が
、
日
頃
ご
拝

読
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ま

に
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
の
様
子
を
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
60

年
１
月
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
、

以
来
議
会
の
大
切
な
財
産
と
し

て
受
け
継
が
れ
今
回
で
100
号
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
「
分
権
時
代
・
地
方
の

時
代
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
全

国
的
な
統
計
調
査
や
世
論
を
見

て
も
、議
会
不
信
・
議
会
ば
な
れ
・

無
関
心
等
々
、
決
し
て
楽
観
的

な
材
料
は
な
く
議
会
に
対
す
る

み
な
さ
ま
の
信
頼
度
は
如
何
な

る
も
の
か
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
、
当
議
会
は
議
会
改

革
を
推
進
し
、
改
革
の
先
進
地

と
し
て
全
国
の
市
町
村
議
会
か

ら
視
察
研
修
に
来
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
改
革
を
推
進

し
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
等
も

充
実
し
た
、
読
み
や
す
く
読
ん

で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を

発
行
す
る
等
、
み
な
さ
ま
と
議

会
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
協
働

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
議
会
に
対
す
る
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

議
会
だ
よ
り
第
１
０
０
号
発
刊
に
あ
た
っ
て

議
会
だ
よ
り
第
１
０
０
号
発
刊
に
あ
た
っ
て

松
島
町
議
会
議
長

松
島
町
議
会
議
長　

菅
野

　

菅
野  

良
雄
良
雄

創
刊
号
か
ら
第
１
０
０
号
ま
で
の

議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
・
副
委
員
長

（号外・三居山公営住宅用地取
得等問題特集号）

（議会だよりの文字は相沢詮議
会事務局長の書）

（湾内に煌煌と朝日が昇る表紙
で飾る創刊号）

選
出
年
月
日

委
員
長

副
委
員
長

昭
59
・
12
・
1

渋
谷　
　

巌

高
橋　

辰
郎

昭
60
・
12
・
19

熊
谷　

忠
雄

赤
間　

政
志

昭
62
・
12
・
21

熊
谷　

忠
雄

吉
田　

貞
経

平
元
・
12
・
15

高
橋　

辰
郎

安
部　
　

孝

平
3
・
12
・
15

土
井　

秋
広

赤
間　

長
男

平
5
・
12
・
15

高
橋　

辰
郎

佐
々
木
武
次
郎

平
7
・
12
・
15

菅
野　

良
雄

相
澤
佐
和
子

平
9
・
12
・
15

相
澤
佐
和
子

松
谷　

昭
一

平
11
・
12
・
15

相
澤
佐
和
子

千
葉　

丈
夫

平
13
・
12
・
17

色
川　

晴
夫

千
葉　

繁
夫

平
15
・
12
・
15

阿
部　

幸
夫

渋
谷　

秀
夫

平
17
・
12
・
16

尾
口　

慶
悦

相
澤
佐
和
子

平
19
・
12
・
15

渋
谷　

秀
夫

高
橋　

幸
彦

創刊号３号号外
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「
住
民
と
共
に
」
を
使
命
と
し
て

　

１
９
８
５
年
。
昭
和
60
年
１
月
１
日
松
島
町
議
会
だ
よ
り
は
創
刊

号
が
発
行
さ
れ
た
。
当
時
は
21
世
紀
を
目もく
睫しょう
と
す
る
時
代
で
日
本
で

は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
事
例
に
象
徴
さ
れ
る
政
治
、
経
済
、
社
会
の

激
動
の
転
換
期
に
あ
っ
た
。
出
版
界
に
あ
っ
て
は
「
激
動
の
転
換
期

は
ま
た
断
絶
の
時
代
で
あ
る
。」
と
い
わ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
議
会
だ
よ
り
発
刊
は
意
義
深
い
も
の

で
あ
っ
た
。
紙
面
づ
く
り
で
は

①
議
会
と
住
民
の
断
絶
は
町
づ
く
り
に
関
し
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

②
議
会
の
質
疑
応
答
を
始
め
議
会
の
活
動
は
全
て
公
開
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

③
議
会
と
住
民
の
情
報
の
共
有
化
に
よ
っ
て
議
会
と
住
民
は
渾
然
一

体
と
な
っ
た
町
づ
く
り
が
地
方
自
治
の
姿
で
あ
る
。
等
々
が
熱
く
語

ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
こ
に
議
会
だ
よ
り
100
号
発
行
を
迎
え
「
親
し
ま
れ
住
民
の
身
近

な
」
も
の
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
事
を
噛
み
し

め
る
も
の
で
あ
る
。

「
貫
か
れ
た
編
集
方
針
」

　

議
会
だ
よ
り
に
一
貫
し
て
貫
か
れ
て
い
る
編
集
方
針
は
「
議
会
の

活
動
の
全
て
を
公
表
す
る
。」
と
い
う
一
点
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
中

心
、
写
真
多
用
主
義
に
盲
従
せ
ず
、
小
さ
な
活
字
一
字
一
字
に
心
を

こ
め
て
紙
面
を
編
集
し
て
き
て
い
る
。
見
や
す
さ
や
読
み
や
す
さ
よ

り
住
民
へ
の
豊
か
な
情
報
の
公
開
を
第
一
義
と
し
て
き
て
い
る
。
創

刊
号
よ
り
四
半
世
紀
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
住
民
各
位
へ
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。

23号33号38号

71号85号94号

松島町議会だよりが100号の発行となりました。松島町議会だよりが100号の発行となりました。

議会活動、議会審議の内容をありのまま詳細に綴り続けた25年

ひたすらに「議会の活動を伝えて」四半世紀

（
表
紙
写
真
は
二
小
の
40
周
年

記
念
児
童
鼓
笛
隊
）

（
こ
の
号
よ
り
表
紙
が
２
色
刷

り
と
な
る
）

（
表
紙
写
真
は
、
星　

久
氏
提
供
）

（
表
紙
写
真
は
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン

ド
・
カ
キ
吊
し
体
験
）

（
松
島
町
議
会
基
本
条
例
が
可

決
さ
れ
る
）

（
表
紙
写
真
は
本
郷
保
育
所
の

も
ち
つ
き
行
事
）
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平
成
21
年
第
３
回
定
例
会
が
、

９
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
各
種
会
計
決
算
、

条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
21
年
度

補
正
予
算
等
の
議
案
を
審
議
し
た

結
果
、
決
算
に
つ
い
て
は
各
種
会

計
と
も
認
定
し
、
そ
の
他
の
各
議

案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。決
算
審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
分
科
会
方
式
で
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
名
の
議
員

が
登
壇
し
、
各
々
の
視
点
か
ら
町

政
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。
な
お
、

今
議
会
よ
り
、
議
案
審
議
に
つ
い

て
は
試
行
的
に
一
問
一
答
方
式
が

と
ら
れ
、
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、

従
来
の
一
括
方
式
と
一
問
一
答
方

式
の
選
択
と
し
、
熱
の
こ
も
っ
た

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成20年度の主な事業と決算額（抜粋）平成20年度の主な事業と決算額（抜粋）
○町営バス運行事業……………………… 27,532千円
○根廻公会堂耐震補強工事………………… 8,199千円
○外国語併記看板整備工事………………… 9,436千円
○消防団第6分団消防車庫新築工事 …… 11,235千円
○防災マップ作成事業……………………… 2,562千円

町税
1,960,719,553円
（36.84%）

地方交付税
1,672,111,000円
（31.42%）

繰入金
300,699,000円（5.65%）

諸収入
290,403,277円（5.46%）

町債
233,100,000円（4.38%）

自動車取得税交付金 32,237,000円 （0.61%）
ゴルフ場利用税交付金 18,763,785円 （0.35%）
国有提供施設等所在市町村助成交付金 16,193,000円 （0.30%）
地方特例交付金 15,727,000円 （0.30%）
財産収入 10,260,629円 （0.19%）
利子割交付金 5,976,000円 （0.11%）
交通安全対策特別交付金 3,212,000円 （0.06%）
配当割交付金 1,412,000円 （0.03%）
寄附金 519,923円 （0.01%）
株式等譲渡所得割交付金 398,000円 （0.01%）

その他　104,699,337円（1.97％）

県支出金
229,547,434円（4.31%）

国庫支出金
143,491,546円（2.70%）

地方消費税交付金
130,983,000円（2.46%）

使用料及び手数料
91,552,332円（1.72%）

繰越金
48,377,626円（0.91%）

地方譲与税
76,085,000円（1.43%）

分担金及び負担金
40,719,437円（0.77%）

歳入
5,322,488,542円
（100％）

民生費
1,142,366,882円
22.31%

総務費
887,171,616円
17.33%

公債費
839,172,472円
16.39%

土木費
654,928,601円
12.79%

教育費
518,541,530円
10.13%

衛生費
364,187,663円（7.11%）

消防費
223,877,681円（4.37%）

商工費
168,440,138円（3.29%）

農林水産業費
154,878,591円（3.02%）

議会費
118,541,136円（2.31%）

労働費
48,635,556（0.95%）

歳出
5,120,741,866円
（100％）

災害復旧費 0円（0%）
予備費 0円（0%）

※四捨五入の関係で100％にはなりません。

一般会計決算一般会計決算

歳入・歳出
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●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な

運
営
、
町
民
の
福
祉
の
増
進
と
適

切
な
医
療
給
付
等
に
努
め
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
保
険
者
に
義

務
づ
け
ら
れ
た
特
定
健
康
診
査
等

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
視
点
で
生

活
習
慣
病
対
策
を
充
実
、
強
化
を

図
る
た
め
、
実
施
計
画
に
基
づ
き

内
蔵
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
検
診
、
指

導
に
取
り
組
ん
だ
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
施
行
に
伴
い
、

老
人
保
健
と
し
て
は
３
月
診
療
分

に
係
る
保
険
給
付
等
が
主
な
歳
入

歳
出
と
な
っ
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
施
行
さ
れ
、
運

営
主
体
で
あ
る
宮
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
と
の
連
携
の
も

と
、
被
保
険
者
証
の
交
付
、
保
険

料
徴
収
事
務
、
申
請
書
受
付
事
務

等
を
行
な
っ
た
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

平
成
21
年
度
か
ら
の
第
４
期
介

護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
町
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
現
状
と
課
題
の
整

理
を
行
い
、
介
護
予
防
事
業
の
推

進
並
び
に
適
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
た
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　

介
護
保
険
に
お
け
る
要
支
援
認

定
者
に
対
し
、
心
身
の
状
況
に
応

じ
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス

が
確
実
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
絡
調

整
を
図
り
、
介
護
予
防
支
援
事
業

を
行
っ
た
。

●
観
瀾
亭
等
特
別
会
計

　

４
７
４
万
４
，
０
０
０
円
の
黒

字
決
算
で
あ
る
。

　

観
瀾
亭
で
は
、
お
月
見
の
会
等

で
の
夜
間
営
業
や
季
節
に
応
じ
た

茶
菓
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
で
誘

客
に
努
め
、
カ
フ
ェ
ベ
イ
ラ
ン
ド

で
は
、
松
島
産
か
き
・
ア
ナ
ゴ
料

理
の
提
供
な
ど
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
た
。

●
松
島
区
外
区
有
財
産
特
別
会
計

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
土
地
の

貸
付
収
入
及
び
積
立
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
並
び
に
利
子
収
入
で
あ

る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
松
島
区

有
地
及
び
高
城
区
有
地
の
管
理
費

用
で
あ
る
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
運
転
管
理
費
で
あ
る
。

　

総
流
入
汚
水
量
は
１
５
４
万

２
，０
０
０
㎥
で
、汚
水
処
理
経
費

は
４
億
１
，２
２
８
万
７
，０
０
０

円
と
な
り
、１
㎥
当
た
り
の
処
理

費
は
299
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
を
10
億

５
，
３
０
８
万
２
，
０
０
０
円
行

い
、
そ
の
財
源
は
借
換
債
で
対
応

し
た
。

●
水
道
事
業
会
計

　

平
成
20
年
度
の
水
道
料
金
収

51億2,074万2千円51億2,074万2千円

平成20年度　一般会計決算平成20年度　一般会計決算

特別会計歳入歳出内訳表
（単位：千円）

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険特別会計 1,913,664 1,763,325

老人保健特別会計 237,641 218,599

後期高齢者医療特別会計 152,731 147,555

介護保険特別会計 1,056,040 1,037,248

介護サービス事業特別会計 3,472 3,366

観瀾亭等特別会計 119,076 114,335

松島区外区有財産特別会計 1,790 1,738

下水道事業特別会計 1,933,179 1,905,441

水道事業会計収支内訳表
（単位：千円）

収　　入 支　　出

収 益 的 収 支 660,521 591,707

資 本 的 収 支 0 249,553

歳　出歳　出

平
成
20
年
度

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計
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監
査
委
員
意
見

監
査
委
員
意
見

監査意見を述べる清野代表監査委員

入
は
前
年
度
に
比
較
し
て
減
少

し
、
６
億
１
，
６
８
９
万
３
，

０
０
０
円
と
な
っ
た
。

　

水
道
事
業
費
用
に
つ
い
て
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
費

の
増
と
、
県
広
域
水
道
受
水
費

の
増
が
あ
っ
た
が
、
企
業
債
の
補

償
金
免
除
繰
上
償
還
の
た
め
支
払

利
息
の
減
等
に
よ
り
、
５
億
６
，

５
９
０
万
４
，
０
０
０
円
の
決

算
額
と
な
り
、
差
し
引
き
６
，

３
３
９
万
３
，
０
０
０
円
の
純
利

益
が
生
じ
た
。

　

資
本
的
収
入
支
出
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
も
漏
水
防
水
対
策

及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
強
化
事

業
と
し
て
の
配
水
管
の
布
設
替
、

又
、
初
原
浄
水
場
ろ
過
設
備
更
新

工
事
等
の
実
施
、
さ
ら
に
補
償
金

免
除
に
よ
る
企
業
債
の
繰
上
償
還

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
資
本
的

収
入
額
０
円
に
対
し
、
資
本
的
支

出
額
が
２
億
４
，
９
５
５
万
３
，

０
０
０
円
と
な
り
、
不
足
額
は
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
及
び

減
債
積
立
金
の
取
り
崩
し
等
に
よ

り
補
て
ん
し
た
。

　

当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

６
，
３
３
９
万
３
，
０
０
０
円
は
、

全
額
減
債
積
立
金
へ
積
み
立
て
を

し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計

　

決
算
審
査
の
結
果
、
予
算
の
執

行
に
つ
い
て
は
厳
し
い
財
政
状
況
の

も
と
、
事
務
費
の
節
減
に
努
め
な

が
ら
、
忠
実
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、

適
正
で
あ
る
と
認
め
た
。
町
長
の

施
政
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
計
画

は
、
大
部
分
の
計
画
に
つ
い
て
は
年

度
内
に
実
施
す
べ
き
段
階
ま
で
行

わ
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
年
度
の

目
標
が
達
成
さ
れ
た
と
認
め
た
。

　

諸
税
等
の
収
入
未
済
等
に

つ
い
て
は
、
不
納
欠
損
額
は
、

８
４
２
万
７
，
０
０
０
余
円
に
上

り
、
収
入
未
済
額
は
前
年
度
よ
り

増
加
し
て
１
億
７
，
７
９
８
万
９
，

０
０
０
余
円
に
達
し
て
い
る
。
税

源
移
譲
に
よ
り
住
民
税
の
割
合
が

高
く
な
り
、
収
納
率
の
高
低
が
今

ま
で
以
上
に
町
の
財
政
に
影
響
を

与
え
る

の
で
、

未
納
者

の
納
税

へ
の
理

解
を
得

ら
れ
る

よ
う
引
き
続
き
粘
り
強
い
努
力
を

願
い
た
い
。

　

入
札
等
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
工

事
施
工
、
備
品
等
購
入
に
当
た
っ
て

の
入
札
執
行
（
入
札
価
格
・
落
札

業
者
等
）
は
、
お
お
む
ね
適
切
に

実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
業
務
委
託
の

場
合
は
、
人
材
確
保
や
諸
装
備
設

置
等
も
考
慮
し
て
、
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
て
入
札
執
行
し
て
い

る
が
、
複
数
年
度
の
契
約
を
必
要

と
す
る
事
例
に
つ
い
て
、
効
率
性
、

必
要
性
、
安
全
性
を
考
慮
し
た
「
業

務
委
託
契
約
基
準
」
等
の
要
綱
作

成
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
入
札
監
視

委
員
会
の
精
力
的
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。

　

温
水
プ
ー
ル
「
美
遊
」
を
含
め

た
町
の
諸
施
設
に
つ
い
て
は
、
経
費

が
使
用
料
収
入
を
上
回
っ
て
お
り
、

各
施
設
利
用
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
運
営
経
費
の
軽
減
方
策

並
び
に
安
全
対
策
に
つ
い
て
十
分
な

検
討
を
加
え
て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

　

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
防
災
マ
ッ
プ
が
完
成
し
全
世

帯
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
確
保

に
役
割
を
果
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
防
災
諸
設
備
運
用
の

万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
国
保
税
の
収
入
未
済
額
が

前
年
度
よ
り
増
え
て
お
り
、
今
後

さ
ら
に
納
入
督
励
に
つ
い
て
工
夫
を

重
ね
て
、減
少
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
全

体
の
水
洗
化
率
は
約
88
・
９
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
一
層
の
水

洗
化
促
進
に
つ
い
て
努
力
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

水
道
事
業
会
計

　

本
年
度
の
事
業
収
益
は
、
町

民
の
節
水
意
識
の
向
上
や
大
口
利

用
者
の
使
用
料
の
減
少
が
あ
り
、

水
道
料
金
で
は
対
前
年
度
比
２
，

９
３
２
万
５
，
０
０
０
余
円
の
減

収
と
な
っ
た
が
、
事
業
費
用
に
つ

い
て
は
特
別
損
失
等
が
あ
り
、
対

前
年
度
比
較
で
１
，
３
６
２
万
３
，

０
０
０
余
円
の
減
と
な
っ
た
結
果
、

６
，
３
３
９
万
３
，
０
０
０
余
円

の
純
利
益
と
な
っ
た
。

　

安
定
供
給
の
た
め
の
建
設
改
良

工
事
に
つ
い
て
は
、
配
水
管
機
械
設

備
等
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
配
水

管
の
増
径
及
び
老
朽
管
の
布
設
替

え
並
び
に
初
原
浄
水
場
ろ
過
設
備

更
新
等
が
実
施
さ
れ
た
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ
た
。

　

未
収
金
の
減
少
に
つ
い
て
は
、

派
遣
職
員
の
活
用
も
あ
り
職
員
の

事
務
を
軽
減
し
、
そ
の
分
職
員
が

電
話
等
に
よ
る
呼
び
か
け
や
直
接

訪
問
に
よ
る
も
の
な
ど
の
納
入
督

励
の
機
会
が
増
大
し
た
た
め
の
効

果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
企
業
債
繰
上
償
還
に
つ
い
て
は
、
利

子
の
軽
減
が
な
さ
れ
、
公
営
企
業
健
全

化
計
画
に
も
合
致
し
、
当
町
の
財
政

展
望
か
ら
も
至
当
な
措
置
で
あ
る
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率
・
資

金
不
足
比
率
に
関
す
る
意
見

①
普
通
会
計

○
審
査
に
付
さ
れ
た
そ
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記
載
し

た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作

成
さ
れ
て
い
る
。

②
観
瀾
亭
等
特
別
会
計

③
下
水
道
事
業
特
別
会
計

④
水
道
事
業
会
計

　

審
査
に
付
さ
れ
た
資
金
不

足
比
率
及
び
そ
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ

れ
て
お
り
資
金
不
足
は
生
じ
て

い
な
い
。
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未
収
対
策
に
つ
い
て

未
収
対
策
に
つ
い
て

　

未
収
対
策
に
つ
い
て
、
納

付
相
談
等
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

面
談
や
電
話
等
で
本
人
と

接
触
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
策
等
は

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
策
等
は

　

臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
に

つ
い
て
、
ま
た
そ
の
人
数
と
、

任
期
付
き
職
員
は
い
る
の
か
。

　

臨
時
職
員
の
採
用
時
に
、

庁
内
の
調
整
会
議
で
い
ろ
い
ろ

検
討
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に

は
町
の
財
政
状
況
等
々
を
勘
案

し
、
昨
年
と
同
様
の
賃
金
と
な
っ

た
。
本
年
度
も
そ
の
会
議
の
中

で
議
論
し
て
い
く
。
臨
時
職
員

の
人
数
は
41
名
。
任
期
付
き
職

員
は
１
名
で
あ
る
。

各
集
会
所
の
管
理

各
集
会
所
の
管
理

　

各
集
会
所
の
管
理
費
が
利

用
料
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

が
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
各
行

政
区
、
ひ
い
て
は
各
地
区
民
に

二
重
の
負
担
を
強
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
区
と
の
間
で

も
、
管
理
の
費
用
負
担
等
に
つ

い
て
の
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な

く
、
ま
た
、
各
区
ご
と
に
独
自

の
姿
勢
で
運
営
し
て
お
り
、
地

域
活
動
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、

指
定
管
理
者
制
度
を
変
更
す
る

考
え
は
な
い
。

第
６
分
団
車
庫
へ
の
進
入

第
６
分
団
車
庫
へ
の
進
入

路
計
画
に
つ
い
て

路
計
画
に
つ
い
て

　

第
６
分
団
車
庫
へ
の
進
入

路
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
。

　

２
つ
の
方
向
か
ら
の
進
入

路
の
改
良
事
業
と
い
う
こ
と
で

業
務
委
託
で
検
討
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る

各
種
事
業
計
画
は

各
種
事
業
計
画
は

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る

い
ろ
い
ろ
な
事
業
計
画
策
定
が

あ
る
が
、
全
町
的
、
全
体
的
な

中
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
見
通
し
の
中
で

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
住

民
福
祉
と
の
か
ね
あ
い
は
ど
う

な
の
か
。

　

整
理
さ
れ
た
形
は
ま
だ
な

い
が
、
町
全
体
と
し
て
の
発
展

の
方
向
、
そ
し
て
生
活
改
善
の

方
向
と
い
っ
た
も
の
を
全
体
と

し
て
見
て
い
く
視
点
を
保
ち
た

い
。
実
現
可
能
性
は
、
一
番
望

ま
し
い
や
り
方
は
相
当
お
金
が

か
か
る
の
で
、
ど
の
辺
か
部
分

的
に
や
っ
て
、
全
体
的
に
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
。
松
島
町
の
福
祉
政
策
は

進
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
を
抱
き

合
せ
て
並
行
的
に
行
っ
て
い
く
。

根
廻
地
区
開
発
検
討
調
査
に

根
廻
地
区
開
発
検
討
調
査
に

つ
い
て

つ
い
て

　

根
廻
地
区
開
発
検
討
調
査

業
務
委
託
の
成
果
に
つ
い
て

　

企
業
立
地
を
見
据
え
た
根

廻
地
区
の
土
地
利
用
計
画
に
関

す
る
調
査
検
討
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

の
背
後
地
、
約
20 

ha
を
新
た
な

誘
致
の
候
補
地
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
輪
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
輪
の

郷
の
そ
の
後
は

郷
の
そ
の
後
は

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
輪
の

郷
の
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
。

　

２
回
の
立
ち
入
り
検
査
に

よ
り
３
件
の
違
反
が
あ
り
、
指

定
取
り
消
し
に
伴
う
聴
聞
会
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
で
、
最
終

的
な
処
分
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

生
活
道
路
の
整
備

生
活
道
路
の
整
備

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
、
３
年
か
５
年
後
の
方
向
性

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

各
行
政
区
ご
と
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
そ
の
中
で
順
序

づ
け
を
し
て
い
る
が
、
予
算
総

額
が
少
な
い
の
で
、
各
年
度
ご

と
に
予
算
を
に
ら
み
な
が
ら
整

備
を
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

５
年
以
内
の
順
番
を
公
表
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の

も
考
え
て
い
き
た
い
。

奨
学
金
貸
与
事
業
休
止
に

奨
学
金
貸
与
事
業
休
止
に

つ
い
て

つ
い
て

　

奨
学
金
の
貸
与
事
業
の
休

止
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
方
は
。

　

あ
の
時
点
の
判
断
と
し
て

は
し
か
た
が
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
何
と
か
工
夫
が
な
か
っ
た

の
か
と
も
思
い
、
議
会
の
指
摘

も
あ
り
、
今
年
度
か
ら
は
復
活

し
た
。

監
査
委
員
に
問
う

監
査
委
員
に
問
う

　

監
査
意
見
書
の
中
で
「
複

数
年
度
の
契
約
を
必
要
と
す
る

事
例
に
つ
い
て
は
、
効
率
性
・

必
要
性
・
安
全
性
を
考
慮
し
た

『
業
務
委
託
契
約
基
準
』
等
の
要

綱
作
成
が
望
ま
し
い
」
と
あ
る

が
、
そ
の
具
体
的
理
由
は
。

　

業
務
委
託
の
場
合
、
人
材

確
保
、
諸
設
備
、
諸
装
備
等
を

考
慮
し
て
複
数
年
次
の
契
約
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
等
に

は
明
確
な
理
由
が
な
い
の
で
、

意
見
書
に
入
れ
た
。

問問答答問問答答問問

答答問問答答

問問答答問問

答答問問答答問問答答

問問答答問問答答

総総
括括
質質
疑疑

質
疑
者

今
野　
　

章 

議
員

尾
口　

慶
悦 

議
員

阿
部　

幸
夫 

議
員

検討中の進入路
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町
の
例
規
集
に
つ
い
て

町
の
例
規
集
に
つ
い
て

　

町
の
例
規
集
に
、
住
民
と

直
接
か
か
わ
る
規
則
や
要
綱
が

入
っ
て
い
な
い
も
の
を
、
で
き

る
だ
け
入
れ
る
よ
う
に
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
一
般
の
町
民
が
わ
か
り

に
く
い
の
で
あ
れ
ば
、
例
規
集

と
は
違
う
方
法
で
、
例
え
ば
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
改
正
の
要
点
を
知

ら
せ
る
と
か
、
福
祉
サ
イ
ド
で

作
っ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

充
実
さ
せ
る
と
か
の
方
法
も
検

討
し
て
い
く
。

行
政
組
織
の
見
直
し

行
政
組
織
の
見
直
し

　

行
政
組
織
機
構
の
見
直
し

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

　

西
村
副
町
長
を
委
員
長
と

す
る
組
織
見
直
し
検
討
委
員
会

を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
、
若
い

職
員
で
構
成
す
る
部
会
を
つ
く

り
検
討
を
行
い
、
事
案
が
ま
と

ま
り
つ
つ
あ
る
。

松
島
観
光
都
市
計
画
は

松
島
観
光
都
市
計
画
は

　

松
島
観
光
都
市
計
画
の
見

直
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

県
と
調
整
を
行
い
、
松
島

観
光
都
市
計
画
か
ら
仙
塩
広
域

都
市
計
画
へ
の
枠
組
み
の
変
更

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
都
市
計
画
と
文
化
財
や

特
別
名
勝
地
と
し
て
の
様
々
な

制
限
に
つ
い
て
す
り
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

つ
い
て

つ
い
て

　

経
費
節
減
対
策
と
し
て
中

央
公
民
館
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　

現
在
検
討
中
で
あ
り
、
は
っ

き
り
と
し
た
計
画
が
整
っ
た
段

階
で
民
間
委
託
も
あ
り
う
る
と

考
え
て
い
る
。

松
の
実
園
に
対
す
る
町
の

松
の
実
園
に
対
す
る
町
の

負
担
金
に
つ
い
て

負
担
金
に
つ
い
て

　

通
所
授
産
施
設
松
の
実
園

に
、
町
が
負
担
金
を
出
し
て
い

る
が
、
補
助
金
と
し
て
取
り
扱

う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

施
設
建
設
に
際
し
、
町
と

し
て
積
極
的
支
援
が
必
要
と
さ

れ
、
建
設
償
還
金
の
贈
与
契
約

が
締
結
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り

毎
年
度
負
担
金
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
。
県
に
照
会
し
確

認
し
て
い
く
。

入
札
時
の
最
低
制
限
価
格

入
札
時
の
最
低
制
限
価
格

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

地
元
業
者
の
育
成
に
あ
た

り
、
最
低
制
限
価
格
を
設
け
、

人
件
費
の
最
低
額
ぐ
ら
い
は
保

証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

人
件
費
ま
で
削
減
し
、
請

け
負
っ
て
い
る
業
者
が
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
契
約
等

委
員
会
の
中
で
議
論
し
て
い
き

た
い
。

徴
収
率
の
向
上
に
つ
い
て
は

徴
収
率
の
向
上
に
つ
い
て
は

　

財
源
対
策
に
お
い
て
、
町

は
徴
収
率
の
向
上
に
も
っ
と
努

力
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

徴
収
率
の
向
上
は
大
事
な

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
他
も
ろ
も

ろ
含
め
た
総
合
的
税
収
の
確
保

が
基
本
と
考
え
て
い
る
。
企
業

か
ら
の
事
業
税
や
入
湯
税
等
の

税
金
だ
け
で
は
な
く
各
種
公
共

料
金
や
給
食
費
な
ど
の
徴
収
に

対
し
て
も
足
繁
く
通
い
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

住
宅
地
の
販
売
促
進
や
企

住
宅
地
の
販
売
促
進
や
企

業
誘
致
対
策
は

業
誘
致
対
策
は

 　

住
宅
地
の
販
売
促
進
や
企

業
誘
致
等
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
の
か
。

　

美
瑛
の
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

等
の
住
宅
団
地
を
セ
ン
ト
ラ
ル

自
動
車
に
紹
介
し
て
い
る
。
企

業
誘
致
に
関
し
て
は
、
町
内
に

工
業
団
地
が
な
い
こ
と
か
ら
、

県
と
の
都
市
計
画
見
直
し
の
中

で
、
工
業
用
地
と
し
て
の
位
置

づ
け
を
組
み
入
れ
て
も
ら
う
よ

う
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

水
道
事
業
収
益
の
今
後
の

水
道
事
業
収
益
の
今
後
の

見
通
し
は

見
通
し
は
……

 　

水
道
事
業
費
で
、
収
益
的

収
入
が
毎
年
３
，
０
０
０
万
円

近
く
減
に
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
。

　

人
口
減
少
等
も
あ
り
、
今

後
そ
の
通
り
に
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
の
で
、
施
設
の
維
持

管
理
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
コ
ス

ト
等
も
含
め
た
収
支
計
画
を

し
っ
か
り
立
て
て
作
業
を
進
め

て
い
く
。

出
生
率
ア
ッ
プ
の
方
策
は
…

出
生
率
ア
ッ
プ
の
方
策
は
…

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
当
町
で
、
町
独
自
の
出
生

率
ア
ッ
プ
策
が
必
要
な
の
で
は
。

　

財
政
面
で
は
大
変
厳
し
い

が
、
工
夫
を
こ
ら
し
て
次
世
代

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問問答答問問答答問問

答答問問答答問問答答

問問答答問問答答

問問答答

問問答答問問答答

美瑛の丘ニュータウン



まつしま議会だより9

<

第
１
分
科
会>

　
（
総
務
課
所
管
）

①
文
書
整
理
、
保
存
、
文
書
収
受

に
つ
い
て

　

文
書
の
収
受
に
つ
い
て
成
果
表
に

記
載
が
あ
る
が
積
極
的
に
文
書
整

理
を
行
お
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

ず
、
単
に
各
課
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た

文
書
の
収
受
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ

り
、書
庫
の
整
理
も
不
完
全
で
あ
る
。

特
に
車
庫
上
の
書
庫
、
建
設
課
の
後

の
書
庫
に
至
っ
て
は
、
文
書
の
所
在

を
確
認
す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
、
文

書
等
の
開
示
請
求
が
あ
っ
て
も
開
示

不
可
能
の
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
現
課
の
書
類
の
整
理
も
不

完
全
で
事
務
執
行
の
効
率
性
を
阻

害
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
整
理
期
間
を
設
定
し
業
務
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
強
く
求
め

る
。

②
例
規
集
に
つ
い
て

　

本
町
の
例
規
集
に
登
載
さ
れ
て
い

る
も
の
に
条
例
、
規
則
、
要
綱
、
規

程
、
細
則
、
指
定
等
が
あ
る
が
行
政

運
営
上
、
住
民
の
権
利
・
義
務
に
関

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
告
式
条

例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
告
を

し
て
い
る
が
、
例
規
集
へ
の
登
載
が

な
く
議
員
と
し
て
調
査
活
動
等
に
も

支
障
を
来
た
す
状
況
に
あ
る
。
早
期

に
例
規
集
の
見
直
し
を
行
い
登
載
基

準
等
を
整
備
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

③
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

各
課
の
連
携
体
制
が
不
備
で
、
予

算
執
行
に
当
っ
て
は
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
等
に
よ
っ
て
、
同
一
目
内
で
も
所

轄
課
が
違
う
な
ど
、
一
貫
性
が
な
く

業
務
の
円
滑
が
阻
害
さ
れ
、
効
率
性

の
面
か
ら
問
題
が
あ
る
。
現
在
見
直

し
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
行
政

組
織
の
見
直
し
に
当
っ
て
は
、
各
課

の
連
携
が
密
に
な
る
よ
う
組
織
体
制

の
整
備
を
求
め
た
い
。

④
地
域
公
共
交
通
会
議
（
循
環
バ

ス
対
策
）
に
つ
い
て

　

現
在
企
業
独
自
で
循
環
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
が
、
特
別
認
可
に
よ
る

期
間
限
定
運
行
で
あ
り
平
成
22
年

３
月
を
も
っ
て
期
間
満
了
と
な
る
。

　

現
在
の
運
行
状
況
を
み
る
と
町
民

バ
ス
の
乗
客
人
員
を
は
る
か
に
上
回

る
利
用
が
あ
り
、
廃
止
に
よ
る
観
光

へ
の
影
響
が
大
と
考
え
ら
れ
る
。
町

民
バ
ス
と
し
て
の
運
行
が
可
能
か
ど

う
か
も
含
め
て
早
急
な
検
討
と
対

策
を
求
め
る
。

⑤
通
学
バ
ス
の
運
行
経
路
に
つ
い
て

　

旧
四
小
学
区
の
児
童
を
送
迎
す
る

通
学
バ
ス
に
つ
い
て
、
現
在
の
送
迎

車
両
が
中
出
山
ま
で
入
ら
ず
徒
歩
で

芋
沢
ま
で
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

降
雨
・
風
雪
時
等
、
児
童
を
心
配

す
る
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
が
あ
る

が
、
町
と
し
て
若
干
の
費
用
を
理
由

に
運
行
経
路
の
変
更
に
難
色
を
示
し

て
い
る
。
地
域
的
に
児
童
の
多
い
こ

の
地
域
の
実
情
を
十
分
考
慮
さ
れ
優

先
的
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

　
（
財
務
課
所
管
）

⑥
地
元
業
者
対
策
に
つ
い
て

　

公
共
工
事
の
減
少
が
続
く
中
、
地

元
業
者
へ
発
注
強
化
の
た
め
地
域
貢

献
度
等
を
含
め
た
総
合
評
価
方
式

を
採
用
は
し
て
い
る
が
内
容
が
不
十

分
で
あ
る
。

　

思
い
切
っ
た
地
元
業
者
へ
の
発
注

機
会
を
増
や
す
対
策
を
図
ら
れ
る

様
、
更
な
る
総
合
評
価
方
式
の
見
直

し
を
求
め
た
い
。

　

ま
た
、
委
託
料
等
に
お
い
て
も
低

価
格
入
札
が
行
わ
れ
て
お
り
、
人
件

費
等
の
捻
出
に
も
問
題
が
あ
る
な

ど
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
適
正
な
対

応
が
な
さ
れ
る
様
、調
査
基
準
価
格・

最
低
制
限
価
格
等
の
設
定
を
明
示

す
る
な
ど
対
策
を
図
ら
れ
た
い
。

　
（
産
業
観
光
課
所
管
）

⑦
松
島
町
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
・

小
企
業
小
口
資
金
融
資
に
つ
い
て

　

両
融
資
共
に
町
内
に
居
住
す
る

中
小
企
業
者
で
事
業
資
金
を
必
要
と

し
、
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に

対
し
、
町
が
融
資
の
斡
旋
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
中
小
企
業
者
の
健
全
な

経
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

融
資
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

町
は
直
接
斡
旋
を
行
わ
ず
金
融
機

関
或
い
は
、
商
工
会
に
そ
の
労
を
求

め
、
本
当
の
意
味
で
の
中
小
企
業
者

対
策
を
行
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
た
め
融
資
の
窓
口
で
申
込
以

前
に
融
資
を
拒
否
さ
れ
る
事
例
が

あ
っ
て
企
業
者
と
し
て
は
、
真
の
救

済
制
度
と
な
っ
て
い
な
い
。
町
は
こ

う
し
た
事
例
の
存
在
す
る
事
を
捉

え
、
更
に
一
歩
突
っ
込
ん
で
の
融
資

対
策
の
制
度
を
考
え
商
工
業
の
育
成

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑧
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

　

農
用
地
・
農
振
指
定
地
域
以
外
の

耕
作
放
棄
地
（
お
よ
そ
80 

ha
）
の
松

島
町
独
自
の
改
善
策
を
早
急
に
示
さ

れ
た
い
。

⑨
農
薬
の
空
中
散
布
に
つ
い
て

　

松
枯
れ
対
策
と
し
て
松
く
い
虫
等

病
害
虫
の
防
除
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

意見・要望意見・要望
決算審査特別委員会の

大橋町長に審査報告書を提出
※町の行財政運営に際し、検討・対応等を望む
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農
薬
の
空
中
散
布
に
よ
る
健
康
被
害

が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、
空
中
散
布

を
取
り
や
め
る
自
治
体
が
増
加
し
て

い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
健
康
へ
の
影
響

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
人
体
・
環

境
に
影
響
の
少
な
い
防
除
方
法
、
農

薬
等
の
調
査
を
行
う
な
ど
、
健
康
を

守
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
企
画
調
整
課
所
管
）

⑩
根
廻
地
区
開
発
検
討
調
査
業
務

に
つ
い
て

　

松
島
観
光
都
市
計
画
か
ら
仙
塩

都
市
計
画
へ
の
編
入
に
当
た
っ
て
、

町
は
、
根
廻
地
区
開
発
検
討
調
査
業

務
を
策
定
し
た
が
、
議
会
に
は
全
く

内
容
の
説
明
が
無
く
遺
憾
で
あ
る
。

　

新
た
な
事
業
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
事
前
に
議
会
に
内
容
を
示
し

充
分
な
説
明
・
協
議
を
行
う
よ
う
強

く
求
め
る
。

⑪
ア
ー
ト
・
フ
ル
・
松
島
全
国
絵
画

公
募
展
に
つ
い
て

　

町
政
施
行
70
周
年
事
業
に
お
い
て
、

ア
ー
ト
・
フ
ル
・
松
島
全
国
絵
画
公

募
展
を
創
設
し
、
５
回
開
催
し
た
が
、

大
橋
町
長
に
な
っ
て
休
止
さ
れ
た
。

　

松
島
町
は
、
歴
史
・
文
化
の
継
承

を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
全
国
に
松
島
の
美
し
さ

を
世
界
に
発
信
し
た
絵
画
展
が
、
高

評
価
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

絵
画
展
再
開
の
声
も
多
く
、
松
島

に
育
っ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
教

育
の
一
環
と
し
て
も
重
要
な
芸
術
文

化
行
事
で
あ
り
、
再
開
を
図
ら
れ
る

よ
う
望
む
。

<

第
２
分
科
会>

（
町
民
福
祉
課
所
管
）

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
金
の

減
額
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
前

年
比
75
人
減
の
307
人
の
利
用
内
容

で
あ
る
。
障
害
者
外
出
支
援
事
業

燃
料
助
成
金
で
20
人
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
が
活

用
で
き
る
施
策
を
望
む
。

②
磯
崎
保
育
所
に
お
い
て
、
敷
地

の
一
部
を
長
年
無
償
で
使
用
し
て

い
る
。
土
地
関
係
に
つ
い
て
整
備
を

す
べ
き
で
あ
る
。

③
子
育
て
へ
の
関
心
を
深
め
る
た

め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
展
開

し
、
様
々
な
年
代
の
人
が
子
育
て

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
研
修
等
の
支
援
、
新

た
な
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
な
ど
、
充
実
を
望
む
。

④
松
島
町
長
松
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18
年
度
よ
り

社
会
福
祉
法
人
千
賀
の
浦
福
祉
会

を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
る
が
、
１
日
の
平
均
利
用
者

が
平
成
19
年
度
18
・
２
人
、
平
成

20
年
度
３
月
は
24
・
９
人
に
増
え

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
定
員
が
30

人
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

今
後
増
え
る
で
あ
ろ
う
利
用
者
に

対
し
て
の
対
策
を
望
む
。

⑤
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
度
よ
り
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
被
保
険
者
に
義
務
付
け
さ
れ

た
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
の
初
年
度
受
診
率
は
45
％
目
標

に
対
し
、
41
・
７
％
の
結
果
で
あ

る
。
国
の
目
標
基
準
は
平
成
24
年

度
65
％
で
あ
り
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
（
後

期
高
齢
者
支
援
金
の
10
％
加
算
）

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
受
診

率
向
上
対
策
を
望
む
。

（
建
設
課
所
管
）

①
排
水
機
場
維
持
管
理
費
と
し
て
弥

勒
堂
、
富
山
、
銭
神
等
の
各
排
水
機

場
に
対
し
、
20
％
の
負
担
金
を
支
出

し
て
い
る
が
、
設
置
年
度
か
ら
の
耐

用
年
数
が
経
過
し
、
不
具
合
等
が
出

て
き
て
い
る
と
議
会
報
告
会
で
意
見

が
出
さ
れ
た
。
現
地
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
管
理
費
負
担
金
の
見
直
し
も

含
め
た
検
討
を
望
む
。

（
水
道
事
業
所
所
管
）

①
供
給
単
価
と
給
水
単
価
に
つ
い
て

は
、
供
給
単
価
３
１
３・１
５
円
、
給

水
単
価
に
つ
い
て
は
２
８
６・２
５
円

で
あ
る
。
平
成
22
年
度
よ
り
、
県
企

業
局
で
は
大
崎
広
域
水
道
、
仙
南
・

仙
塩
広
域
水
道
の
受
水
量
と
受
水
費

の
引
き
下
げ
を
行
う
と
し
て
い
る
。

本
町
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
、

検
討
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

②
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
補
助
金

制
度
に
加
え
て
、
貸
付
限
度
額
100
万

円
、
償
還
期
間
が
60
か
月
以
内
で
町

が
利
子
補
給
す
る
新
た
な
改
造
資
金

融
資
斡
旋
制
度
を
創
設
し
、
よ
り
一

層
の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん
だ
年
度

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
前

年
度
よ
り
４
基
少
な
い
12
基
で
あ
る
。

設
置
数
が
伸
び
な
い
要
因
と
し
て
は

新
築
・
増
改
築
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
推
進

を
図
る
た
め
に
は
、
年
間
の
維
持
管

理
費
用
等
に
つ
い
て
、
公
共
下
水
道

と
整
合
性
が
取
れ
る
施
策
を
望
む
。

▲

銭
神
第
二
排
水
機
場

▲

第
６
分
団
車
庫

現地視察現地視察
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一
般
会
計

　
　
　

平
成
20
年
度
の
予
算
は
、

小
泉
内
閣
か
ら
の
構
造
改
革

で
国
民
に
対
し
、
社
会
保
障

の
後
退
な
ど
負
担
増
と
不
安
、
貧
富

の
格
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
中
で
編

成
さ
れ
た
。
９
月
に
入
り
、
ア
メ
リ

カ
の
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
が
60
兆
円
の
負
債
を
抱
え

倒
産
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
世
界
経
済

は
深
刻
な
打
撃
を
受
け
、
新
自
由

義
経
済
は
破
綻
を
来
し
て
い
る
。
日

本
も
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
多
く
の

失
業
者
を
生
み
出
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
政
府
は
大
企
業
、
大
資

産
家
優
遇
の
基
本
姿
勢
は
変
え
て
お

ら
ず
、
地
方
財
政
の
厳
し
さ
も
増
し

つ
つ
あ
り
、
町
民
生
活
や
町
の
諸
施

策
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

本
町
の
生
活
保
護
世
帯
が
、
前

年
度
の
100
世
帯
か
ら
111
世
帯
へ
増

え
、
小
中
学
校
の
扶
助
費
も
生
徒

数
は
減
っ
て
い
る
の
に
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
税
の
滞
納
者
１
，
０
６
４

人
の
う
ち
、
滞
納
理
由
と
し
て
生

活
保
護
な
ど
低
収
入
に
よ
る
も
の
が

74
％
を
占
め
て
い
る
。
税
の
徴
収
に

当
た
っ
て
は
、
町
民
の
生
活
基
盤
を

確
か
な
も
の
に
し
な
が
ら
税
収
を
増

や
す
と
い
う
視
点
を
大
切
に
す
べ
き

で
あ
る
。

　

臨
時
職
員
の
社
会
保
険
適
用
職

員
が
、
職
員
と
同
程
度
の
仕
事
を

し
て
い
て
も
期
末
手
当
、
交
通
費
が

出
て
い
な
い
の
で
改
善
す
べ
き
で
あ

る
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
者
が
前
年

よ
り
減
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
を
調

査
し
、
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
施
策

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
数
が
前
年
度
よ
り
減
っ
て

い
る
。
設
置
促
進
の
た
め
に
都
市
下

水
道
使
用
料
に
対
す
る
合
併
処
理

浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
負
担
の
格

差
是
正
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
奨

学
金
貸
与
事
業
で
あ
る
が
、
基
金

残
高
の
減
少
や
貸
付
金
の
こ
げ
つ
き

を
理
由
と
し
て
事
業
の
休
止
を
行
っ

た
。
人
を
育
て
る
大
切
な
事
業
で
あ

り
安
易
に
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

栄
養
教
諭
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

学
校
給
食
法
改
正
の
中
で
各
都
道

府
県
に
早
急
に
行
う
こ
と
が
通
達
さ

れ
て
い
る
。
本
町
は
、
県
に
対
し
早

急
に
配
置
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　

農
業
問
題
で
あ
る
が
、
意
欲
あ
る

農
業
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
地
産
地
消

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、ま
た
、

荒
廃
し
て
い
る
農
業
用
地
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
及
び
農
業
に
意
欲
あ
る

人
全
て
が
参
加
で
き
る
実
行
組
合
を

立
ち
あ
げ
て
く
れ
る
よ
う
な
人
の
配

置
を
求
め
た
い
。

　

以
上
、
問
題
点
の
指
摘
と
要
望
を

行
い
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　
　
　

平
成
20
年
は
、
年
初
よ
り

世
界
や
日
本
の
景
気
も
持
ち

直
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
本
町
の
景
気
も
少
し

ぐ
ら
い
は
、
良
く
な
る
感
が
し
た
。

し
か
し
、
９
月
15
日
の
ア
メ
リ
カ
の

大
手
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻
、
い
わ
ゆ
る

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
景

気
が
悪
化
し
て
い
る
。
そ
の
回
復
の

道
筋
は
い
ま
だ
に
不
透
明
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
20
年

度
一
般
会
計
の
決
算
収
支
は
、
実

質
収
支
で
１
億
５
，
７
９
６
万
円
の

黒
字
で
あ
り
、
単
年
度
収
支
は
３
，

５
３
８
万
５
千
円
の
黒
字
で
あ
る
。

ま
た
、
実
質
単
年
度
収
支
は
821
万

余
円
の
赤
字
で
あ
る
が
、
前
年
度
の

２
億
５
，
６
３
１
万
余
円
の
赤
字
と

比
べ
る
と
大
分
改
善
が
さ
れ
て
い
る
。

　

各
種
決
算
か
ら
分
析
し
た
財
政

構
造
を
示
す
各
種
指
標
を
見
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
指
標
が
前
年
度
よ
り
改

善
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
町
政
政
策
推
進
に
あ
た

り
、
町
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
事

業
に
は
躊
躇
せ
ず
財
政
投
入
す
る
な

ど
、
町
民
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
よ
う

な
行
政
運
営
を
期
待
し
て
賛
成
の

討
論
と
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　

本
町
の
平
成
20
年
度
決
算

に
お
け
る
国
保
税
の
累
積
滞

納
額
は
、
２
億
８
，
１
６
５

万
円
で
、
徴
収
率
は
88
・
９
％
と
平

成
19
年
度
の
91
・
６
％
に
比
較
し
て

2.7
％
も
低
下
し
て
い
る
。
累
積
滞
納

の
大
方
は
、
収
入
が
期
待
で
き
な
い

状
況
で
あ
り
、
根
底
に
あ
る
の
は
税

負
担
が
重
過
ぎ
、
担
税
能
力
を
超

え
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
国

保
の
運
営
は
、
や
が
て
会
計
自
体
が

自
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

る
。
ま
た
、
加
入
者
が
安
心
し
て
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
国
庫
負
担
を
見
直
し
、

増
額
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
町

と
し
て
も
国
に
強
く
求
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

　

国
税
税
の
徴
収
率
が
93
％
を

下
回
る
自
治
体
に
対
し
て
調
整
交

付
金
を
減
額
す
る
と
い
う
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
課
し
て
い
る
。
本
町
に
お

い
て
は
徴
収
率
88
・
９
％
で
788
万
円

の
収
入
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

反 対反 対反 対反 対

賛 成賛 成賛 成賛 成

反 対反 対反 対反 対

各会計決算認定

討論参加者 相 澤  佐和子議員　　今 野　　 章 議員　　渋 谷　秀 夫 議員
高 橋　幸 彦 議員　　後 藤　良 郎 議員　　阿 部　幸 夫 議員

討論討論
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た
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
政
策
を
見
直

し
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

資
格
証
明
書
の
発
行
が
21
年
４

月
１
日
現
在
、
11
名
の
方
に
発
行
さ

れ
て
い
る
。
十
分
な
所
得
や
資
産
が

あ
り
、
国
保
税
の
支
払
い
能
力
が
あ

り
な
が
ら
支
払
わ
な
い
と
い
う
本
当

の
意
味
で
の
悪
質
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
法
的
措
置
が
可
能
で
あ
り
徴
税

は
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
社
会

保
障
と
し
て
の
保
険
証
の
交
付
は
一

律
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
い

う
意
味
か
ら
資
格
証
明
書
の
発
行

は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
以
上
述
べ

て
反
対
の
討
論
と
す
る
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
は
、
高
齢

化
の
進
展
に
伴
い
中
高
齢
者

の
加
入
者
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
、医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

更
に
は
、
今
日
の
経
済
情
勢
を
反
映

し
、
加
入
者
の
負
担
能
力
の
低
下
や

低
所
得
者
等
の
増
加
に
よ
る
収
納

率
の
低
下
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

国
保
の
健
全
運
営
の
為
に
保
険
税

収
納
の
向
上
と
保
険
税
の
徴
収
を

粘
り
強
く
推
進
し
、
税
源
の
安
定

的
な
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
町
は
、
特
別
滞
納
整
理
室
等
を

中
心
と
し
て
徴
収
推
進
を
行
い
、
税

源
確
保
に
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
20
年
度
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ

た
特
定
健
康
診
査
や
住
民
基
本
健

診
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
健
診
、
各

種
健
康
相
談
や
研
修
会
、
食
生
活

改
善
指
導
、
高
齢
者
の
健
康
管
理

と
維
持
増
進
等
健
康
づ
く
り
の
為
の

予
防
対
策
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

保
険
税
収
納
の
創
意
工
夫
と
疾

病
予
防
等
の
啓
発
に
力
を
注
が
れ
る

こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
の
討
論
と
す

る
。後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

● 

●  

討 
論  
● 

● 

● 

●

　
　
　

こ
の
制
度
は
幾
つ
も
の
手

直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き

た
。
①
低
所
得
者
に
対
す
る

均
等
割
の
軽
減
、
所
得
割
の
軽
減
、

被
扶
養
者
へ
の
保
険
料
の
９
割
軽
減

の
実
施
。
②
年
金
か
ら
の
保
険
料
天

引
か
ら
保
険
料
の
口
座
振
替
が
可
能

と
な
っ
た
。
③
前
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
１
割
を
２
割
負
担
へ
の
引
き
上

げ
の
延
期
。
④
長
期
入
院
の
診
療
報

酬
に
つ
い
て
弾
力
的
な
運
用
を
容

認
。
⑤
終
末
期
相
談
支
援
料
の
凍

結
。
⑥
健
康
診
断
を
任
意
か
ら
対

象
者
全
員
に
認
め
た
。
以
上
の
よ
う

に
こ
の
制
度
は
欠
陥
だ
ら
け
の
制
度

で
あ
り
、
今
も
な
お
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

松
島
町
で
は
、
運
営
主
体

で
あ
る
宮
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、

適
正
な
申
請
受
付
事
務
並
び
に
保

険
料
徴
収
事
務
を
遂
行
し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

会
の
実
施
回
数
は
19
回
を
数
え
、
参

加
者
が
延
べ
743
名
を
数
え
て
い
る
。

以
上
、
適
正
な
事
務
手
続
き
及
び
対

象
者
へ
の
説
明
に
力
を
注
い
で
き
た

こ
と
を
認
め
賛
成
す
べ
き
と
考
え

る
。下

水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　

平
成
20
年
度
よ
り
下
水
道

使
用
料
を
平
均
で
18
・
03
％

引
き
上
げ
た
結
果
、
水
道
の

使
用
水
量
が
減
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
対
前
年
比
で
25
・
７
％
も
使

用
料
収
入
が
ふ
え
た
。
こ
れ
は
使
用

水
量
が
大
き
い
ほ
ど
値
上
げ
率
が
低

く
な
る
傾
向
を
つ
け
た
値
上
げ
の
仕

方
、
い
わ
ゆ
る
逆
累
進
の
値
上
げ
と

な
っ
て
い
る
。
下
水
道
使
用
料
の
設

定
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
流
量
累
進

性
が
望
ま
し
い
も
の
で
、
町
民
に
重

い
負
担
、
大
幅
な
負
担
増
と
な
っ
て

お
り
、
こ
う
し
た
値
上
げ
の
あ
り
方

は
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

　

当
局
か
ら
は
下
水
道
使
用
料
は

５
年
程
度
で
見
直
し
、
元
利
償
還
分

に
対
す
る
使
用
料
の
算
入
割
合
を

今
後
は
30
な
い
し
50
％
に
ま
で
引
き

上
げ
た
い
と
の
意
向
も
示
さ
れ
て
い

る
が
、
次
の
使
用
料
改
定
で
は
、
町

民
の
暮
ら
し
に
配
慮
し
、
慎
重
に
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
反
対
の
討

論
と
す
る
。

　
　
　

平
成
20
年
度
の
下
水
道
事

業
特
別
会
計
は
、
下
水
道
料

金
の
改
定
と
温
泉
水
の
流
入

等
に
よ
り
、
使
用
料
は
昨
年
よ
り

25
・
７
％
の
増
収
と
な
り
、
維
持
管

理
費
、
資
本
費
を
含
め
た
経
費
回

収
率
は
40
・
８
％
か
ら
51
・
７
％
に

改
善
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
抑
制
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
繰
上
償
還
に
よ
り
利
子
の

大
幅
な
軽
減
が
な
さ
れ
、
将
来
負
担

の
大
き
な
経
費
節
減
が
図
ら
れ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
賛
成
の
討
論
と

す
る
。

水
道
事
業
会
計

　
　
　

平
成
20
年
度
水
道
事
業
会

計
に
お
い
て
は
、
過
去
に
高

金
利
で
借
り
て
い
た
地
方
債

の
繰
上
償
還
を
し
て
い
る
。
一
般
会

計
や
下
水
道
特
別
会
計
で
は
償
還

資
金
を
借
り
換
え
て
の
繰
上
償
還
で

あ
る
が
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
た

め
込
ま
れ
て
き
た
水
道
料
金
を
償
還

資
金
に
充
て
て
い
る
。
住
民
に
還
元

す
る
財
源
と
し
て
確
保
し
、
水
道
料

金
の
軽
減
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
子
屋
浄
水
場
運
転
管
理

業
務
委
託
料
は
、
休
日
１
人
体
制
を

２
人
に
し
た
の
で
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
内
容
、
金
額
を
比
較
調
査
し
、

見
直
し
も
含
め
、
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　

平
成
20
年
度
水
道
事
業
会

計
に
つ
い
て
は
、
景
気
後
退

に
よ
る
大
口
利
用
者
と
一
般

家
庭
の
節
約
、
さ
ら
に
は
ホ
テ
ル
で

の
温
泉
使
用
開
始
が
あ
り
、
使
用
料

の
減
少
の
中
、
約
６
，
４
０
０
万
円

の
純
利
益
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
未
収
金
対
策
で
も
、
職
員

並
び
に
技
術
職
員
の
連
携
に
よ
り
徴

収
成
果
が
見
ら
れ
た
。

　

次
年
度
に
向
け
て
、
安
定
的
な

供
給
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を

願
っ
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛 成賛 成賛 成賛 成

反 対反 対反 対反 対

賛 成賛 成賛 成賛 成反 対反 対反 対反 対

賛 成賛 成賛 成賛 成反 対反 対反 対反 対

賛 成賛 成賛 成賛 成
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質疑者

議
案
審
議

議
案
審
議

色
川　

晴
夫 

議
員　

尾
口　

慶
悦 

議
員

相
澤
佐
和
子 

議
員　

阿
部　

幸
夫 

議
員

今
野　
　

章 

議
員

松
島
町
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

●
主
な
内
容

　

船
員
保
険
法
の
一
部
改
正
を
受

け
、
地
方
公
務
員
で
あ
る
非
常
勤

の
船
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置

が
な
さ
れ
る
よ
う
条
例
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。賛成

全
員
・
可
決

松
島
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

●
主
な
内
容

　

出
産
育
児
一
時
金
の
額
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
、
緊
急
の
少
子
化

対
策
と
し
て
平
成
21
年
10
月
か
ら

平
成
23
年
３
月
ま
で
の
暫
定
措
置

が
な
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
１
月
か
ら
の
産
科
医

療
保
障
制
度
が
創
設
さ
れ
、
加
入

し
て
い
る
分
娩
機
関
で
の
出
産
の

場
合
は
42
万
円
、
加
入
し
て
い
な

い
場
合
は
39
万
円
と
な
り
、
４
万
円

の
引
き
上
げ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

● 
●  

質 

疑  

● 

● 

● 

●

　

分
娩
機
関
の
内
容
を
知
り
た

い
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
告
知
し

て
い
る
の
か
。

　

分
娩
機
関
は
、
運
営
組
織
の

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
契
約

者
と
な
り
、
損
害
保
険
に
加
入
し
、

１
分
娩
あ
た
り
３
万
円
の
保
険
料

を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

宮
城
県
で
は
、
こ
の
医
療
制
度
に

100
％
加
入
し
て
い
る
。

　

告
知
に
つ
い
て
は
、
母
子
手
帳

を
交
付
の
際
に
行
な
っ
て
い
る
。

　

引
き
上
げ
分
の
４
万
円
の
財

源
に
つ
い
て
、
国
か
ら
全
額
来
る

の
か
、
町
の
負
担
分
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
暫
定
措
置
期
間
後
は
、

国
の
対
応
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

継
続
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

　

今
回
の
４
万
円
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
２
分
の
１
が
国
の
補
助

金
、
残
り
の
２
分
の
１
は
、
一
般

会
計
か
ら
３
分
の
２
と
国
保
税

の
方
か
ら
３
分
の
１
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
以
降
に
つ
い

て
国
は
、
出
産
一
時
金
の
あ
り
方

や
、
妊
婦
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
の
出
産
に
係
る
保
険
給
付
や
そ

の
費
用
負
担
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
し
て
い
る
の
で
、
町
で
は
そ
の

推
移
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
以
降
、
国
が
や

ら
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
町
単
独

で
や
る
の
か
。

　

政
権
交
代
が
あ
り
、
現
段
階

で
は
、
２
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、

判
断
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

町
長
の
意
思
で
、
下
げ
な
い

で
や
る
と
決
め
れ
ば
で
き
る
こ
と

な
の
で
、
予
算
か
ら
見
て
も
400
万

円
程
度
、
条
例
で
経
過
措
置
を
と

る
考
え
は
な
い
か
。

　

町
長
と
し
て
、心
の
中
で
思
っ

て
も
す
ぐ
や
れ
る
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
全
体
の
財
政
の
バ
ラ
ン

ス
と
か
、
順
序
等
を
勘
案
し
な
が

ら
判
断
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
400
万
円
は
、
松
島
町
の

財
政
規
模
か
ら
す
れ
ば
少
額
と
の

指
摘
で
あ
る
が
、
継
続
的
に
出
せ

る
額
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

字
の
区
域
を
あ
ら
た
に
画

す
る
こ
と
に
つ
い
て

●
主
な
内
容

　

県
営
圃
場
整
備
事
業
松
島
東

部
地
区
は
、
平
成
10
年
度
か
ら
工

事
を
進
め
て
い
た
が
、
平
成
23
年

度
で
工
事
が
終
了
す
る
運
び
と
な

り
、
換
地
処
分
の
法
手
続
及
び
関

係
地
権
者
の
権
利
確
定
を
行
う
に

あ
た
り
、
事
業
区
域
の
字
を
合
理

的
に
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

● 

●  

質 

疑  

● 

● 

● 

●

　

今
回
あ
ら
た
に
画
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
減
歩
率
は
い
く
ら
か
。

　

ま
た
、
そ
の
こ
と
で
固
定
資
産

税
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

面
積
は
137 

ha
。
減
歩
率
は

９・１
０
５
％
で
あ
る
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
字

界
を
や
り
法
務
局
に
届
出
し
、
地

番
を
振
り
、
そ
の
後
に
換
地
が
出

る
。
現
在
の
土
地
に
つ
い
て
適
正

問問答答問問答答

問問答答問問答答

問問答答

決
算
の
認
定（
平
成
二
十
年
度
）

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
多
数
）

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
多
数
）

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
全
員
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
多
数
）

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
全
員
）

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
全
員
）

▼
観
瀾
亭
等
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
全
員
）

▼
松
島
区
外
区
有
財
産
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
全
員
）

審
議
さ
れ
た

議
案
と
結
果



業 務 名 第2分団消防ポ
ンプ自動車購入

契約の方法 指名競争入札

契 約 金 額 15,697,500円

契約相手方
日本ドライケミ
カル（株）東北
支店

報

告

事

項
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に
評
価
し
て
い
る
し
、
今
後
に
つ

い
て
も
同
様
に
し
て
い
く
。

全
員
賛
成
・
可
決

土
地
改
良
事
業
の
事
務
の

委
託
に
つ
い
て

●
主
な
内
容

　

国
営
鳴
瀬
川
地
区
農
業
水
利

事
業
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
鳴
瀬

川
下
流
頭
首
工
の
維
持
管
理
の
た

め
、
受
益
地
の
大
き
い
美
里
町
に

代
表
管
理
者
と
し
て
土
地
改
良
事

業
の
事
務
委
託
を
す
る
も
の
で
あ

る
。

全
員
賛
成
・
可
決

物
品
売
買
契
約
の
締
結

●
主
な
内
容

　

松
島
町
消
防
団
第
二
分
団
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
に
つ
い
て
、

18
年
が
経
過
し
て
お
り
、
平
成
21

年
度
地
域
活
性
化
・
経
済
対
策
臨

時
交
付
金
に
よ
り
更
新
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

（
四
輪
駆
動
の
ポ
ン
プ
自
動
車
１

台　

１
，5
6
9
万
７
，5
0
0
円
）

● 
●  
質 

疑  

● 

● 

● 

●

　

①
入
札
の
契
約
金
額
に
つ
い

て
積
算
は
誰
が
し
た
の
か
。

②
参
考
見
積
り
を
と
っ
た
と
思
う

が
、
何
社
で
あ
る
の
か
。

③
積
算
見
積
り
価
格
は
、
公
表
で

き
な
い
の
か
。

④
積
算
さ
れ
た
額
、
予
定
価
格
と

の
差
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

①
積
算
し
た
の
は
、
担
当
職

員
で
あ
る
。

②
参
考
見
積
り
は
、
３
社
で
あ
る
。

③
積
算
見
積
り
の
公
表
は
、
現
在

し
て
い
な
い
。

④
積
算
価
格
と
予
定
価
格
と
の
差

は
な
い
。

　

①
参
考
見
積
り
３
社
は
、
入

札
に
参
加
し
て
い
な
い
の
か
。

②
積
算
価
格
を
公
表
で
き
な
い
理

由
は
あ
る
の
か
。

　

①
入
札
に
参
加
し
た
10
社
の

中
に
３
社
と
も
入
っ
て
い
る
。

②
入
札
の
仮
契
約
の
段
階
で
は
、

規
定
は
な
い
。
た
だ
、
入
札
執
行

す
る
段
階
で
は
、
予
定
価
格
、
設
計

額
の
順
番
で
出
せ
る
と
し
て
い
る
。

　

参
考
見
積
り
を
出
し
た
業

者
は
今
回
300
万
円
も
の
開
き
が
あ

る
。
お
か
し
く
な
い
の
か
。
こ
の

業
者
は
今
後
入
札
に
入
れ
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

当
該
業
者
に
つ
い
て
は
、
見

積
り
で
出
し
た
金
額
は
、
仮
に
市

場
価
格
で
出
し
た
と
、
入
札
時
に

は
企
業
努
力
分
を
入
れ
て
入
札
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後

は
、
入
札
時
点
に
近
い
数
値
で
見

積
り
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
く
。

賛
成
多
数
・
可
決

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

専
決
処
分
の
報
告

●
主
な
内
容

　

平
成
21
年
６
月
18
日(

木)
午
後

４
時
45
分
頃
、
松
島
町
北
小
泉
字

芋
沢
80
番
地
の
３
、
飯
川
商
店
前

の
町
道
に
お
い
て
、
町
民
福
祉
課

の
公
用
車
が
方
向
転
換
の
た
め
後

退
し
た
と
こ
ろ
、
停
車
し
て
い
た

軽
自
動
車
の
後
部
に
接
触
し
、
相

手
車
両
の
後
部
を
損
傷
し
た
。

記

１
．
和
解
内
容
及
び
損
害
賠
償
額

　

町
は
、
宮
川
輝
子
氏
に
対
し
、

損
害
賠
償
（
車
両
修
理
費
）
と
し

て
11
万
６
，
５
９
７
円
を
支
払
う

も
の
と
す
る
。

２
．
損
害
賠
償
の
相
手
方

　

仙
台
市
宮
城
野
区
小
鶴
三
丁
目

１
番
１
号

宮
川　

輝
子

平
成
20
年
度
松
島
町
健
全
化

判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
、
黒
字
で
あ
る
。

②
連
結
赤
字
比
率

松
島
町
の
全
会
計
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
で
、
黒
字
で
あ
る
。

③
実
質
公
債
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償

還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り

14
・
１
％
（
基
準
18
％
以
下
）
と

昨
年
度
に
比
べ
下
が
っ
て
い
る
。

問問答答問問

答答問問答答

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
多
数
）

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

…
…
原
案
認
定
（
賛
成
多
数
）

条
例
の
一
部
改
正

▼
松
島
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
松
島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

そ
の
他
の
議
案

▼
字
の
区
域
を
あ
ら
た
に
画
す
る

こ
と
に
つ
い
て

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
土
地
改
良
事
業
の
事
務
の
委
託

に
つ
い
て

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
物
品
売
買
契
約
の
締
結

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

補
正
予
算
（
平
成
二
十
一
年
度
）

▼
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）
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④
将
来
負
担
率

松
島
町
の
一
般
会
計
の
地
方
債
現

在
高
等
の
み
な
ら
ず
、
特
別
会
計

へ
の
地
方
債
償
還
に
充
て
る
一
般

会
計
繰
出
見
込
額
及
び
一
部
事
務

組
合
・
広
域
連
合
等
の
地
方
債
償

還
負
担
金
な
ど
、
一
般
会
計
等
が

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

で
あ
り
、
95
・
７
％
と
昨
年
度
よ

り
下
が
っ
て
い
る
。

平
成
20
年
度
松
島
町
資
金

不
足
比
率

　

水
道
事
業
会
計・下
水
道
事
業・

観
瀾
亭
等
特
別
会
計
の
公
営
企
業

体
が
該
当
し
、
各
企
業
ご
と
の
営

業
収
益
に
対
す
る
資
金
不
足
の
割

合
で
あ
り
、
平
成
20
年
度
決
算
で

資
金
不
足
額
が
な
い
黒
字
で
あ
っ

た
。

●
主
な
内
容

　

今
回
の
補
正
は
、
平
成
20
年
度

決
算
に
伴
う
繰
越
金
及
び
国
の「
経

済
危
機
対
策
」
に
係
る
国
の
第
一

次
補
正
予
算
に
伴
う
事
業
等
に
つ

い
て
、
２
，
６
４
５
万
１
，
０
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

● 

●  

質 

疑  

● 

● 

● 

●

　

保
健
衛
生
費
の
委
託
料
、

３
７
１
万
９
，
０
０
０
円
、
子
宮

が
ん
と
乳
が
ん
の
検
診
費
用
で
あ

り
、
今
年
度
中
に
や
れ
る
の
か
。

　

国
の
一
次
補
正
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
事
業
で
あ
り
、
女
性
特

有
の
が
ん
対
策
と
し
て
、
特
定
の

年
齢
に
達
し
た
女
性
に
対
し
、
検

診
費
用
が
無
料
に
な
る
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
し
、
受
診
促
進
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
対
象
者

424
人
、
乳
が
ん
の
方
530
人
と
聞
い

て
い
る
が
正
し
い
か
。
そ
の
他
分

類
上
、
対
象
者
は
何
人
い
る
の
か
。

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
対
象

者
数
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　

今
回
補
正
の
内
訳
で
、
子
宮
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
一
応
申
込

み
者
が
受
診
済
み
と
の
仮
定
で
101

人
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
の
方
と
は
、
ク
ー
ポ

ン
券
利
用
の
対
象
者
で
あ
る
が
、

今
回
、
国
か
ら
全
体
的
な
受
診
率

は
50
％
の
見
合
い
部
分
で
予
算
計

上
を
言
わ
れ
て
お
り
、
先
の
数
字

を
割
り
返
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
が
162
人
、
既
に
申
し
込
み
者
と

合
せ
て
263
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
既

に
55
人
お
り
、
そ
れ
以
外
の
方
を

50
％
の
受
診
率
で
237
人
、
今
回
292

人
の
予
算
措
置
で
あ
る
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
ど
こ
で
検

診
を
受
け
て
も
構
わ
な
い
の
か
。

具
体
的
に
実
施
方
法
を
伺
う
。

　

無
料
券
の
配
布
を
対
象
者

問問答答

問問答答問問答答

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
観
瀾
亭
等
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
松
島
区
外
区
有
財
産
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

…
…
原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

報
告
事
項

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
専

決
処
分

▼
平
成
20
年
度
松
島
町
健
全
化

判
断
比
率

▼
平
成
20
年
度
松
島
町
資
金
不

足
比
率

補正補正
予算予算
一般会計
2,645万1千円増額
総　　額
54億3,778万8千円

質疑者
尾口　慶悦 議員
後藤　良郎 議員
今野　　章 議員
色川　晴夫 議員
太齋　雅一 議員

21年度各種会計補正予算概要
（単位：千円）

会　計　名 補正前の額 補正額 計

一般会計（第3号）5,411,337 26,451 5,437,788 

特　

別　

会　

計　

国民健康保険
（第3号） 1,728,553 70,530 1,799,083 

老人保健
（第1号） 1,595 18,942 20,537 

後期高齢者医
療（第1号） 176,789 5,076 181,865 

介護保険
（第2号） 1,066,675 10,261 1,076,936 

介護サービス
事業（第1号） 4,700 107 4,807 

観瀾亭等
（第3号） 95,568 1,041 96,609 

松島区外区有
財産（第1号） 1,779 53 1,832 

下水道事業
（第2号） 1,206,076 35,538 1,241,614 
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に
、
検
診
手
帳
と
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
す
る
。

　

乳
が
ん
は
、
塩
釜
医
師
会
と
の

契
約
に
お
い
て
執
行
。
子
宮
が
ん

検
診
に
つ
い
て
は
、
対
が
ん
協
会

に
委
託
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

医
師
会
と
の
契
約
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
ど
こ
の
病
院
で
も

Ｏ
Ｋ
な
の
か
。
対
が
ん
協
会
の
関

係
も
具
体
的
に
説
明
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
女
性
の
年
齢
の
問

題
も
５
歳
刻
み
で
あ
る
が
、
何
故

40
歳
な
の
か
。
医
学
的
根
拠
が
あ

る
の
か
。

　

塩
釜
医
師
会
に
加
盟
し
て
い
る

医
療
機
関
は
す
べ
て
Ｏ
Ｋ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
の
医
療

機
関
も
、
県
内
の
対
が
ん
協
会
と

契
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
す
べ
て

受
診
可
能
で
あ
る
。

　

40
歳
の
理
由
は
、
国
の
方
で
５

歳
刻
み
で
決
定
し
、
受
診
率
を
高

め
る
と
い
う
こ
と
で
こ
の
年
齢
に

な
っ
て
い
る
。

　

松
島
町
と
し
て
、
も
う
少
し

若
い
人
も
対
象
に
し
た
ら
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　

５
歳
刻
み
を
全
年
齢
対
象
と

す
る
と
対
象
年
齢
以
外
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
町
の
一
般
財
源
負
担

と
な
る
。
現
在
の
財
政
状
況
の
中

で
は
難
し
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
若
い
人
に

多
く
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

受
診
率
が
低
い
か
ら
で
、
向
上
さ
せ

る
た
め
の
対
策
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　

若
い
人
の
受
診
が
低
い
の
は
、

恥
ず
か
し
い
と
か
、
技
師
が
す

べ
て
女
性
で
な
い
等
考
え
ら
れ
る

が
、
対
が
ん
協
会
な
ど
関
係
機
関

と
も
話
を
す
す
め
て
い
く
。

　

畜
産
振
興
費
の
特
別
導
入
貸

付
金
の
繰
上
償
還
が
あ
る
が
、
ど

ん
な
内
容
か
。

　

特
別
導
入
事
業
に
係
る
貸
付

金
の
繰
上
返
済
に
伴
う
国
及
び
県

へ
の
返
還
金
で
あ
る
。

　

畜
産
費
で
、
残
っ
て
い
る
牛

は
あ
ま
り
な
い
と
思
う
が
、
今
後

で
て
来
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

　

９
月
23
日
に
返
還
さ
れ
る
事

業
を
も
っ
て
す
べ
て
終
了
と
な
る
。

　

畜
産
の
基
金
は
、
足
り
て
い

る
の
か
。
今
後
多
け
れ
ば
こ
の
基

金
は
廃
止
と
な
る
の
か
。

　

現
在
の
計
算
で
は
間
に
合
う

よ
う
で
、
残
金
は
一
般
会
計
へ
戻

し
入
れ
に
な
る
。

　

林
業
振
興
費
で
森
林
所
有
者

が
実
施
す
る
気
象
害
な
ど
の
把
握

に
よ
る
森
林
被
害
状
況
の
確
認
に

係
る
経
費
と
し
て
出
て
い
る
が
。

　

国
の
一
次
補
正
予
算
に
よ
り

事
業
拡
充
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

林
業
公
社
が
管
理
す
る
森
林

の
面
積
は
ど
の
位
か
。
予
算
は
と

る
、
そ
れ
か
ら
執
行
停
止
す
る
と
。

こ
れ
は
ど
ん
な
手
続
き
と
な
る
の

か
。

　

公
社
管
理
部
分
は
、
共
有
名

義
を
含
め
所
有
者
３
人
で
、
16
・

21 

ha
で
あ
る
。

　

ま
た
執
行
停
止
で
は
な
く
、
執

行
を
見
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

執
行
停
止
に
つ
い
て
、
執
行

者
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

今
回
、
国
の
補
正
予
算
絡
み

で
民
主
党
新
政
権
が
発
足
し
て
い

な
い
段
階
で
あ
り
、
交
付
金
の
内

示
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
提
案
を
見
送
っ
て
い
る
。

　

国
・
県
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　

小
学
校
と
中
学
校
の
教
育
振

興
費
、
事
業
の
目
的
は
。

　

理
科
教
育
設
備
の
整
備
充
実

の
た
め
、
国
の
一
次
補
正
予
算
に

盛
り
込
ま
れ
た
事
業
で
、
小
学
校

３
校
及
び
中
学
校
の
理
科
教
育
等

に
係
る
備
品
購
入
費
を
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

学
校
の
備
品
台
帳
の
整
備

は
、
万
全
か
。

　

主
に
冬
期
休
業
時
に
各
学
校

で
や
っ
て
い
る
が
、
厳
格
に
確
認

し
て
い
き
た
い
。

　

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い

て
整
備
さ
れ
る
備
品
の
額
は
ど
れ

位
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に

よ
り
整
備
率
は
ど
れ
位
に
な
る
の

か
。
現
在
と
の
比
較
も
伺
う
。

　

整
備
率
の
出
し
方
は
難
し

く
100
％
で
は
な
い
。
今
後
、
順
番

を
つ
け
て
各
学
校
か
ら
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
優
先
順
位
の
高

い
使
用
頻
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

整
備
し
て
い
く
。

　

地
方
交
付
税
が
前
年
度
よ
り

減
額
さ
れ
た
自
治
体
は
、
松
島
町

を
含
め
６
団
体
で
あ
る
。
理
由
は

何
か
。

　

６
，６
０
０
万
円
ほ
ど
下
が
っ

た
要
因
は
、
大
き
く
３
点
で
あ
る
。

　

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ

れ
る
段
階
で
、
社
会
福
祉
費
が

１
，
３
０
０
万
円
ほ
ど
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
行

政
費
で
１
，
１
０
０
万
円
ほ
ど
マ

イ
ナ
ス
で
あ
る
。
更
に
、
下
水
道

費
等
約
１
，
１
０
０
万
円
で
合
計

３
，
５
０
０
万
円
ほ
ど
マ
イ
ナ
ス

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ

い
て
、
小
学
校
入
学
前
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
０
歳
児
か
ら
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
対
象
と
し
な
い
支
援
政

策
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
質
す
。

　

す
べ
て
の
対
象
に
適
用
さ
れ

る
の
は
理
想
的
で
あ
る
が
、
財
源

の
こ
と
も
あ
り
、
一
定
の
境
界
線

が
で
き
る
の
は
、
実
態
上
や
む
を

得
な
い
。
ま
た
国
の
助
成
期
間
が

過
ぎ
た
ら
ど
う
な
の
か
に
つ
い
て

は
松
島
町
の
財
政
や
町
民
の
要
望

の
行
方
な
ど
、
そ
の
時
々
に
考
え

る
こ
と
で
、
そ
の
時
期
が
き
た
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問問答答問問答答

問問答答問問答答問問答答問問答答問問

答答問問答答問問答答問問答答

問問答答問問答答問問

答答問問答答
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
主
な
内
容

　

平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
一
般
会

計
繰
出
金
及
び
宮
城
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
と
世
帯
主
の
取
扱
い

を
一
致
さ
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
費
並
び
に
平
成
20
年
度
退
職
者
医

療
給
付
費
の
実
績
に
よ
る
交
付
金
返

還
金
、
ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
、
老
人
保
健

拠
出
金
、
介
護
納
付
金
の
今
年
度
納

付
額
等
の
確
定
に
伴
い
、
増
額
補
正

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
平

成
21
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ

る
保
険
料
の
激
変
緩
和
に
伴
う
介

護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交

付
金
及
び
出
産
育
児
一
時
金
４
万

円
引
き
上
げ
に
係
る
補
助
金
並
び

に
平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
を
精
査
し
、
財
政
調
整
基
金
へ

積
み
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

● 

●  

質 

疑  

● 

● 

● 

●

　

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
で
、
１
２
３
万
４
，

０
０
０
円
の
計
上
で
あ
る
。
こ
れ

は
介
護
保
険
特
別
会
計
で
給
付
費

の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
で
３
％
分

を
基
金
に
積
み
立
て
た
経
緯
が
あ

る
が
、
今
回
は
介
護
保
険
で
な
く
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
対
処

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
違
い
は
。

　

今
回
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
中
に
あ
る
介
護
納
付
金
に

係
る
部
分
で
、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
第
２
号
被
保
険
者
の
保
険

料
の
上
昇
を
抑
制
す
る
措
置
と

し
て
、
今
回
新
た
に
軽
減
す
る
も

の
で
、
３
か
年
の
介
護
納
付
金
の

平
均
額
、
ま
た
宮
城
県
の
３
か
年

の
平
均
額
を
も
と
に
し
て
、
県
の

総
額
に
交
付
率
を
乗
じ
て
、
今
回

１
２
３
万
４
，
０
０
０
円
を
計
上

し
た
。

　

出
産
育
児
一
時
金
の
補
助
金

で
、
歳
入
で
20
万
円
し
か
見
て
い

な
い
。
一
人
当
り
４
万
円
で
あ
り
、

５
人
の
見
通
し
に
立
っ
た
予
算
の

計
上
で
あ
る
。

　

歳
出
で
の
予
算
の
組
み
方
と
し

て
は
財
源
更
正
だ
け
な
の
か
。

　

松
島
町
の
一
年
間
の
出
産
数

は
、
約
84
名
く
ら
い
で
あ
り
、
被

保
険
者
に
係
る
部
分
は
昨
年
度

は
、
15
名
程
度
で
あ
り
、
今
後
半

年
間
で
10
名
く
ら
い
見
た
。
現
段

階
で
現
計
の
歳
出
予
算
で
賄
え
る

こ
と
で
、今
回
、歳
出
に
つ
い
て
は
、

補
正
は
計
上
し
て
い
な
い
。

賛
成
全
員
・
可
決

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

予
算
（
第
１
号
）

●
主
な
内
容

　

平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
及
び
平
成
20
年
度
老
人
保
健
医

療
給
付
費
等
の
実
績
に
伴
う
支
払

基
金
交
付
金
返
還
金
に
つ
い
て
補

正
し
、
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し
す

る
も
の
で
あ
る
。賛

成
全
員
・
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
主
な
内
容

　

平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
を
補
正
し
、
一
般
会
計
へ
繰
り

出
し
す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

予
算
（
第
２
号
）

●
主
な
内
容

　

平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
一
般

会
計
繰
出
金
及
び
平
成
20
年
度
事

業
費
の
実
績
に
伴
う
支
払
基
金
へ

の
返
還
金
を
補
正
す
る
も
の
で
あ

り
、
財
源
を
精
査
し
財
政
調
整
基
金

か
ら
繰
り
入
れ
す
る
も
の
で
あ
る
。

● 

●  

質 

疑  

● 

● 

● 

●

　

歳
出
で
一
般
会
計
へ

２
６
８
万
６
，
０
０
０
円
繰
り
出

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
繰
り
出
し
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
戻

さ
な
い
で
基
金
に
積
み
立
て
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
の
か
。

　

基
金
の
繰
り
出
し
の
通
達
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

償
還
金
で
平
成
20
年
度
の
介

護
給
付
費
交
付
金
の
返
還
金
と
、

地
域
支
援
事
業
交
付
金
の
返
還
金

が
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
返
還
の
理
由
は
。

　

介
護
給
付
費
交
付
金
の
支
払
い

返
還
金
に
つ
い
て
は
、
実
質
負
担
額

の
差
額
で
あ
り
、
地
域
支
援
事
業
交

付
金
に
つ
い
て
も
同
じ
計
算
に
な
る
。

　

具
体
的
に
給
付
の
予
定
に
対

し
て
額
が
減
っ
た
理
由
は
、
地
域

支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
給
付
が

減
っ
て
い
る
が
。

　

３
か
年
の
平
均
で
交
付
さ
れ

る
の
で
、
当
初
の
交
付
額
は
そ
の

３
か
年
の
平
均
に
基
づ
い
て
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
相
違
が
出
て

返
還
額
が
生
じ
て
い
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
主
な
内
容

　

平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
を
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
繰
り

出
し
す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

観
瀾
亭
等
特
別
会
計
補
正

観
瀾
亭
等
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

予
算
（
第
３
号
）

●
主
な
内
容

　

平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
等
に
つ
い
て
補
正
す
る
も
の
で
あ

り
、
財
源
を
精
査
し
、
財
政
調
整
基

金
へ
積
み
立
て
す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

松
島
区
外
区
有
財
産
特
別

松
島
区
外
区
有
財
産
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
主
な
内
容

　

松
島
区
及
び
高
城
区
の
前
年
度

繰
越
金
の
確
定
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
有
財
産
へ
積
み
立
て
す
る

も
の
で
あ
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

問問

答答問問答答

問問

答答問問答答問問答答

観瀾亭
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下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

正
予
算
（
第
２
号
）

●
主
な
内
容

　

平
成
20
年
度
決
算
に
伴
う
一
般

会
計
繰
出
金
及
び
大
雨
時
等
に
お

け
る
浸
水
対
策
に
係
る
経
費
並
び

に
国
の
「
経
済
危
機
対
策
」
に
お
い

て
、
国
の
第
一
次
補
正
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
公
共
事
業
の
追
加
と
し

て
実
施
す
る
汚
水
施
設
整
備
経
費

を
補
正
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
事

業
等
の
追
加
に
伴
う
公
共
下
水
道

事
業
費
補
助
金
及
び
地
方
負
担
額

の
軽
減
を
図
る
財
源
と
し
て
配
分
さ

れ
た
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
る
ほ
か
、
今
年
度
の
資
本
費
平
準

化
債
の
借
入
見
込
額
の
確
定
に
伴
い

減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

● 

●  

質 

疑  

● 

● 

● 

●

　

中
学
校
の
向
い
側
に
７
戸
の

住
居
が
あ
る
。
ま
た
近
く
に
バ
ス

会
社
の
車
庫
等
が
で
き
た
。
そ
の

バ
ス
の
洗
車
等
の
水
は
、
田
中
川

に
排
水
し
て
い
る
、
下
水
道
の
整

備
計
画
は
な
い
の
か
。

　

平
成
20
年
度
に
施
工
計
画
を

し
て
い
る
。

　

バ
ス
洗
車
の
排
水
に
つ
い
て
は
、

汚
水
で
は
な
く
水
質
汚
濁
防
止
法

の
対
象
で
あ
る
が
、
作
業
の
中
で

確
認
し
て
い
く
。

　

西
柳
地
区
の
応
急
排
水
ポ
ン

プ
の
設
置
工
事
で
100
ミ
リ
の
ポ
ン

プ
１
台
設
置
し
、
そ
れ
か
ら
応
急

排
水
用
ポ
ン
プ
を
３
台
購
入
さ
れ

る
が
、
現
状
で
応
急
排
水
用
ポ
ン

プ
は
何
台
あ
る
の
か
。

　

可
搬
式
100
ミ
リ
３
台
、
50
ミ

リ
水
中
ポ
ン
プ
2
台
で
あ
る
。
今

後
排
水
に
は
万
全
を
期
し
た
い
。

　

西
柳
区
域
の
流
入
面
積
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
通

常
の
測
溝
の
排
水
と
、
ポ
ン
プ
で

強
制
排
水
す
る
分
の
関
係
は
ど
う

な
る
の
か
。

　

排
水
エ
リ
ア
は
2.5 
ha
で
あ
る
。

　

こ
の
地
区
は
自
然
排
水
区
域
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
下
水
道
計
画

に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
100
ミ
リ
の
ポ
ン
プ
を
１
台

設
置
す
る
が
、
能
力
的
に
は
無
理

で
あ
る
。

　

ま
た
、
排
水
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
22
年
度
に
想
定
し
て

い
る
。

賛
成
全
員
・
可
決

問問答答

問問答答問問答答

議案
番号

議案名
議
決
月
日

採
決
結
果

今
野　
　

章

相
澤
佐
和
子

千
葉　

繁
夫

阿
部　

幸
夫

赤
間　

洋
一

高
橋　

辰
郎

櫻
井　

公
一

高
橋　

幸
彦

太
齋　

雅
一

赤
間　
　

洵

小
幡　

公
雄

色
川　

晴
夫

尾
口　

慶
悦

渋
谷　

秀
夫

後
藤　

良
郎

高
橋　

利
典

片
山　

正
弘

菅
野　

良
雄

賛　

成

反　

対

第63号 物品売買契約の締結について 9月7日 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － 16 1

第73号
平成20年度松島町一般
会計歳入歳出決算認
定

9月17日多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － 14 3

第74号
平成20年度松島町国
民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定

9月17日多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 15 2

第76号
平成20年度松島町後期
高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定

9月17日多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 15 2

第81号
平成20年度松島町下
水道事業特別会計歳
入歳出決算認定

9月17日多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 15 2

第82号 平成20年度松島町水道事業会計決算認定 9月17日多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 15 2

※賛成全員の議案については、掲載しておりません。 
全：賛成全員（可決・採択）　多：賛成多数（可決・採択）　少：賛成少数（否決・不採択）
○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席 

※菅野良雄議員は議長のため採決に加わりません

平成21年第3回松島町議会定例会平成21年第3回松島町議会定例会賛否の賛否の
公表公表 議案採決結果議案採決結果
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主な要望・提言事項 対応処方策・考え方等

○傍聴について
　傍聴にいくと数名と寂しい、一人の時もある。これは、議
会日程が町民に分からないという事、町民への広報不足も
あるのではないか。
　開会中に行って扉を開けると町当局者が一斉に眼を向けて
きます。工夫を考えて・・。
　⇒⇒《議会報告会での回答》
　扉の工夫、入口への衝立等の工夫もあっても良いのかな、
団体で来ていただく方法もあります。気を楽に来て欲しい
と思います。広報のこと、多くの人々に傍聴にきていただ
く事を機会があれば声を出したいと思います。

○議会報告会で、資料がないので説明を聞いてもわからない。
資料を準備してくるべきではないか。
○次回の報告会より、議会だよりを持参するよう広報すべき
ではないか。

○議会だよりが読みにくい。編集について検討すべきではな
いか。

○今後　議会として、傍聴しやすい環境
整備を進めていきます。

○次回からの議会報告会においては、『議
会だより』の活用も含めた、解りやす
い資料を作成し、配布いたします。

○これまでの議会広報は、審議内容を正
確に、より詳細にお伝えする方針で編
集してきました。

　現在、議会改革を進めており、今後の
議会広報については、より見やすいも
のとなるよう申し送りしていきます。

平成21年度
議会報告会
まとめ

6月20日～7月21日　今年の「議会報告会」を開催。多くのご意見・ご要望が寄
せられました。結果がまとまりましたのでご報告いたします。
　町政発展のため、ひとつ一つ問題解決を図って参ります。 

（議会に対する事項）

町民と共に歩む議会を目指しています。

手樽地区の議会報告会
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主な要望・意見事項 町民への周知方法等
　議会だよりの総括質疑の中で、道路整備の優先順位を決めて
行っていくと答弁されているが、より詳しい内容を知りたい。

　来年度から工事予定箇所等について、
建設課にて公表予定。

　ＪＲ松島海岸駅整備改修事業の話合いの経過内容を、町民
に知らせて欲しい。

　9/26「松島町景観計画に関する住民説
明会」にて、松島行政区に内容等を説明済。

　地上デジタル放送に切り替わるが、難視聴地域に対する町
の対策はないのか。

　現在の取り組み状況について、議会に
報告後、地域住民にも説明（又は町広報
で記載）予定。

　温水プールを７０歳以上無料にして利用しやすくすれば、
健康増進の効果があるのではないか。

　利用者から、効果の感想や運営につい
ての貴重な意見を町広報及び美遊からの
お知らせ「美遊ライフ」にて随時周知。
今回の要望についても、同様に周知予定。

　温水プールの目的は、健康増進でありスポーツジムの料金
設定を考えて欲しい。　会員制を採用し、割安にすれば利用
者も増えるのではないか。

　同上

　介護保険は義務的に徴収されているが、いざ介護施設に入
所したくても施設がない。町として対策をして欲しい。

　平成２１年９月定例会であった一般質
問の内容と同様なので、別途周知するこ
とは考えていません。

　住民税の年金からの天引をやめて欲しい。 　Ｈ２１．２月号及び３月号の町広報で制
度について周知済。また、Ｈ２１町県民
税（普通徴収）の納税通知書にも制度概
要を周知済。

　松島町の地震計の設置場所について、再考をして欲しい。 　移設先について、議会に報告予定。また、
移設完了後、町広報に記載予定。

　霞ヶ浦地区の行き止り道路になっており、緊急車両が入ら
ないので整備を望む。

　早期の整備は難しいが、地元と協議し、
地区住民に説明予定。

　町村合併しないで町単独でいく場合の、松島町としてのビ
ジョンを示して欲しい。

　町ＨＰで長期総合計画等を掲載済。

　明神橋が一方通行になり、中橋を通る車が多くなった。中
橋が狭く危険であり、どうにかして欲しい。

　地区関係者と協議し、対策を地区役員
に説明及び町広報に記載予定。

　職員の人件費は、他町村と比較して適正なのか。 　毎年１２月の町広報で職員の給与状況
を記載。また、町ＨＰでも人件費の比較（ラ
スパイレス指数）を掲載済。

　高城町駅駐輪場について、放置自転車が今回片づけられた
ようであるが、整理できる駐輪場の整備を望む。

　状況等を確認し、方針が決まり次第、
高城地区役員に説明予定。

　県道赤沼線の長老坂下りと国道45号交差点について、危な
いので予備信号機が必要と思うが。

　早急に公安委員会へ要望し、松島地区
役員に説明予定。

　消防団の班長以上と交通指導隊員は、年報酬となっている
が、消防団員については、出動時の手当だけとなっている。
消防団員不足でもあり、町として防災が3本柱の１つなら消
防団員に対しても考慮すべきではないか。

　説明済みですが、再度、本郷地区役員
に説明予定。

（町行政に対する事項）

　平成21年は、松島町議会の改選期です。そのため議会報告会は6月から7月中の開催とな
りました。時間的な制約のため、報告会における町民の方々の要望や意見に対する町当局か
らの回答を今回の議会広報に掲載することができないものと考えて、町当局からの回答は周
知方法等に限らせていただきました。要望や意見をいただいた皆様にはもの足りないものと
思いますが、ぜひ次の議員や広報委員、また議会報告会においてなお一層の要望・意見・提
言等もいただきたいと思います。

議会は行政の情報公開を押し進めます。
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主な要望・意見事項 町民への周知方法等
　中央公民館のトイレ仕切りの狭い箇所があるので、改善で
きないか。

　公民館の大規模改修を予定しており、
トイレの改善について、中央公民館に張
り紙等により住民に周知予定。

　町営バス停について、バスの乗降を旧三小校門のところで
行っているが、危ないのでバス停分のスペースを１車線分校
庭の方に作ればよいのではないか。

　引き続き教育委員会を通じ協議し、手
樽地区役員に検討結果を説明予定。

　ミシュランが四大観の一つとして富山などを紹介し、観光
客が増えると思うが、富山の展望台には水道などが無いので、
環境整備を望む。

　他の観光施設との調整を図る必要があ
り、整備の検討について、手樽地区役員
に説明予定。

　手樽地区の避難場所として、手樽生活センターが指定され
ているが、耐震構造ではなく避難場所の指定を改めてる必要
があるのではないか。

　避難場所の変更について、手樽地区役員
に説明予定。

　町内各地域とも、高齢化が進み草刈りの負担が大きくなっ
てきているので、地域草刈りに対する助成を望む。

　全区長に助成内容を説明済。再度手樽区
長に、説明予定。

　旧８分団の消防施設が老朽化しているので、整備を望む。 　町内全分団の施設の整備について、第
３消防団に説明予定。

　水利組合の水利費（排水）は、農家の反別割合となってい
るが、軒数も少なくなり、農家以外の方からも徴収しなけれ
ばやっていけなくなっている。水利費の助成を望む。

　土地改良区及び水利組合に、状況につ
いて説明予定。

　バスを実際に現地に入れて、調査して頂き感謝しているが、
中出山へのスクールバスを、集会所前まで入れてほしい。

　町内のスクールバス利用の現状等を調
査検討し、地区役員に説明予定。

　弥勒堂アグリセンター前の町道は水道管の本管が埋設され
ている町道であるが、落差のひどい橋や道路の傷みがひどい
ので、早急に改善して欲しい。

　土地改良区、水利組合に、状況につい
て説明予定。

　町の事業は、地元業者の育成を考慮するべきではないのか。 　入札・契約制度において、地元業者の保
護、育成についての取り組みをしていますが、
特段、町民へ周知することは考えていません。

　弥勒堂排水機場の運転にあたる電気部品が、耐用年数を過
ぎており、交換時期にある。
　上竹谷水利組合で維持管理をしてきたが、本来町の管理機
場であり、修理費は町負担であるべきではないか。

  土地改良区、水利組合に、状況について
説明予定。

　上竹谷地区は、生活排水が垂れ流し状態であり、機場より
ポンプアップする用水は、水田にはいることになる。生活排
水と用水が分離して流れるよう側溝の整備を要望する。
　また、合併浄化槽を含めた集落排水をどのように進めていくのか伺う。

　地区住民と話し合い、また、関係機関に
状況を説明予定。

　穴川の堤防の改修工事がストップしたままである。豪雨に
よる水害が心配されるので、早急な穴川堤の工事に取り組ん
で欲しい。また、県の事業計画を明示して欲しい。

　土地改良区、地区役員に、事業計画の
概要について、説明予定。

　高城川サイフォン横の堤防が低く豪雨になり水位が上がっ
た場合、堤防を超えることが予想され、中通り地区が冠水の
恐れがある。早急に堤防の改修を望む。

　土地改良区、地区役員に、事業概要につ
いて、説明予定。

　仙台～松島線の拡張について、初原バイパス交差点と元交
番～初原郵便局のところが狭く危険地帯であり、早急な対応
が必要である。県道の改良計画は、どのようになっているか。

　改良計画等について、初原区長に説明
予定。

　防災無線が聞き取りにくいので、増設を要望する。なお、スピー
カーの近くの人は音量が大きくうるさいが、調整できないのか。

　防災無線の増設及び音量の調整につい
て、地区役員に説明予定。

　熊出没について、ビラにもっと具体的な安全対策の内容を
記載する必要があるのではないか。

　次回から、安全対策の内容についてビ
ラや町広報に記載予定。

　利府街道の桜渡戸分館入口付近に、横断歩道か信号機の設
置を要望する。

　早急に公安委員会に要望し、桜渡戸地区
役員に説明予定。

　附子ヶ沢の横断歩道から直接バス停に入れるように、ガー
ドレールを移して欲しい。

　区に確認後、協議し、対応について、
桜渡戸地区役員に説明予定。
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町政
Q＆A

ここが聞きたい !!

一般質問

8名の議員が11件について質問8名の議員が11件について質問

後藤良郎議員（23ページ）
●投票率向上対策について

●ため池の維持管理について
●合併浄化槽の普及と維持管理費補助
　について

阿部幸夫議員（24ページ）

今野　章議員（25ページ）

渋谷秀夫議員（23ページ）

●子育て・人づくりの指針として「子ど
もに関する権利」の策定を
●老人福祉施設の増設を一日も早く

●高齢者の健康維持について
●肺炎球菌ワクチンに助成を

●グループホーム松島のその後と認
知症対応型共同生活介護事業計画
はどう進めるのか

●松島駅周辺及び高城町駅周辺の
　整備計画について

小幡公雄議員（27ページ）

●都市計画区域の変更（松島観光都
市計画区域から仙塩都市計画区域
への変更）について

尾口慶悦議員（28ページ）

色川晴夫議員（27ページ）
●今後の集会施設整備（仮称：松島
コミュニティーセンター含む）に
ついて

相澤佐和子議員（26ページ）
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後藤良郎
議 員

投
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上
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に
立
っ
て
進
め

て
い
く
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一般質問 ここが聞きたい

質
問
質
問

答
弁
答
弁

　

平
成
16
年
に
策
定
さ

れ
た
「
松
島
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
、
松

島
駅
周
辺
は
〝
公
共
交
通
拠
点
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城
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が
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今
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画
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城
本
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間
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び
高
城
駅
前
線
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歩
道

整
備
の
計
画
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無
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い
て
伺

う
。
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。

渋谷秀夫
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質
問
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松
島
駅
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辺
及
び
高
城
町
駅
周
辺
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

役場敷地内の期日前投票所

JR仙石線高城町駅前
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我
が
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
、
水
稲

生
育
時
に
か
か
せ
な
い
用
水
の

源
は
た
め
池
で
あ
る
。
現
在
、

そ
れ
ら
の
機
能
低
下
に
よ
っ
て
、

排
水
の
再
利
用
・
再
々
利
用
の

実
態
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
砂

な
ど
の
流
入
に
よ
る
有
効
水
量

の
低
下
や
、
堤
体
及
び
尺
八
等

の
現
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今

後
の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
漏
水
な
ど

維
持
管
理
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　

た
め
池
は
林
野
火
災
が
発
生

し
た
場
合
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
あ
る
。
防
災
上

で
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

農
業
用
た
め
池
は
、

101
か
所
が
稲
作
の
用
水

源
で
あ
る
。
通
常
の
維
持
管
理

は
改
良
区
・
水
利
組
合
の
農
家

に
よ
っ
て
堤
体
の
草
刈
り
や
簡

易
な
補
修
を
行
っ
て
る
。
た
め

池
の
土
砂
払
い
は
毎
年
底
桶
を

開
け
て
機
能
効
果
を
図
る
べ
き

で
あ
る
が
、
高
齢
化
に
よ
り
維

持
管
理
が
な
さ
れ
な
い
場
所
も

あ
り
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
る
機

能
不
全
個
所
は
改
良
区
等
と
相

談
の
上
検
討
す
る
。
防
災
か
ら

見
た
場
合
の
た
め
池
は
、
５
か

所
が
消
火
用
の
消
防
水
利
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。
今
後
は
消

火
栓
や
防
火
水
槽
等
の
新
設
事

業
計
画
と
共
に
効
果
的
な
消
防

水
利
の
配
置
に
取
り
組
む
。
今

回
政
権
が
変
わ
っ
た
の
で
、
重

要
な
農
業
施
策
と
し
て
総
合
的

に
検
討
す
る
。

阿部幸夫
議 員

一般質問 ここが聞きたい

質
問
質
問

答
弁
答
弁

　

公
共
下
水
道
利
用
者

と
合
併
浄
化
槽
設
置
者

間
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
格

差
は
な
い
の
か
。
施
設
の
維
持
管

理
は
設
置
者
に
任
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
町
は
適
正
な
管
理
指
導
し

て
い
る
の
か
。
今
後
普
及
・
補
助

に
つ
い
て
、
市
町
村
設
置
型
整
備

事
業
の
普
及
推
進
に
つ
い
て
の
考

え
。
又
、
現
在
設
置
な
さ
れ
て
い

る
住
民
に
対
し
て
、保
守
点
検
費
・

清
掃
費
・
法
定
検
査
費
等
の
一
部

を
定
率
も
し
く
は
定
額
補
助
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
世
帯
等

の
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、

普
及
推
進
に
対
し
て
も
前
進
す
る

と
思
う
の
で
伺
う
。

　

公
共
下
水
道
使
用
は
、

公
共
下
水
道
の
整
備
さ
れ

た
特
定
区
域
に
限
れ
た
住
民
の
み

利
用
で
き
る
現
状
で
あ
る
。
整
備

に
は
多
額
の
建
設
経
費
が
必
要
で

受
益
者
か
ら
負
担
金
を
徴
収
し
、

不
公
平
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

合
併
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
お
い

て
不
適
正
と
判
定
さ
れ
た
浄
化
槽

は
適
正
な
排
水
処
理
が
行
わ
れ
る

よ
う
町
で
行
政
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
普
及
・
補
助
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
設
置
方
式
の
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
の
場
合
、
地
方
負
担

が
30
分
の
17
と
い
う
補
助
率
で
あ

る
。
現
在
の
町
財
政
か
ら
見
た
場

合
、
公
共
下
水
道
と
市
町
村
型
合

併
浄
化
槽
の
両
立
は
厳
し
い
。
政

権
が
変
っ
て
見
え
な
い
部
分
も
あ

る
が
国
の
補
助
制
度
の
活
用
を
検

討
す
る
。

質
問
質
問

答
弁
答
弁

合
併
浄
化
槽
の
普
及
と
維
持
管
理
費
補
助
に

つ
い
て

補
助
制
度
の
活
用
を
図
る

農
業
施
策
と
し
て
総
合
的
に
検
討
す
る

た
め
池
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
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本
町
で
は
、
生
き
が

い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
実
施
し
高
齢
者
の
生
き

が
い
健
康
づ
く
り
と
家
族
の
身
体

的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
き
た
が
、
今
年
度
に
入
っ
て
実

施
回
数
が
減
っ
て
い
る
。
そ
の
要

因
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

　

ま
た
本
町
の
お
達
者
健
康
診
査

の
受
診
率
は
19
・
７
％
で
県
内
36

市
町
村
中
27
位
と
低
い
。
町
内
１

か
所
で
の
集
団
健
診
が
要
因
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
、
掛
か
り

付
け
の
医
院
、
病
院
な
ど
で
も
健

康
診
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

こ
の
事
業
は
週
３
日
、

３
会
場
を
２
名
の
援
助

員
で
実
施
。
高
城
ふ
れ
あ
い
の
家

の
週
１
回
の
自
主
活
動
が
困
難
に

な
り
、
松
島
ほ
ほ
え
み
の
家
へ
の

援
助
員
の
回
数
を
調
整
。
ほ
ほ
え

み
の
家
で
は
月
２
回
の
休
み
が
出

て
い
る
。
今
後
、
職
員
を
含
め
た

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　

健
診
の
申
込
状
況
は
、
入
院
・

通
院
な
ど
身
体
的
理
由
で
希
望

し
な
い
方
が
１
，
２
６
２
人
で
、

こ
の
方
々
を
除
く
と
48
・
８
％
が

健
診
を
受
け
て
い
る
。
健
診
の
重

要
性
を
さ
ら
に
認
識
し
て
頂
き
、

町
と
し
て
も
健
診
申
込
の
返
信

用
封
筒
を
同
封
す
る
な
ど
方
策

を
検
討
し
た
い
。
個
別
健
診
は
、

医
師
会
と
の
協
議
等
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
の
課
題
と
考
え
て
い

る
。

今 野　 章
議 員

一般質問 ここが聞きたい

質
問
質
問

答
弁
答
弁

　

日
本
人
の
死
因
の
４

番
目
が
肺
炎
で
、
高
齢

者
を
中
心
に
年
間
約
８
万
人
が

肺
炎
で
亡
く
な
る
。
最
近
は
薬
に

耐
性
を
持
つ
球
菌
が
多
く
肺
炎

が
増
え
て
い
る
。
70
歳
を
超
え
る

と
肺
炎
球
菌
に
感
染
し
、
肺
炎
に

な
る
場
合
が
多
い
と
言
わ
れ
て

お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
と
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
れ
ば
肺
炎
で
命
を
奪

わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
。
接

種
費
用
は
８
，０
０
０
円
前
後
で
、

日
本
で
は
一
生
に
１
度
し
か
接
種

で
き
な
い
。
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
、
米
国
で
開
発
さ
れ

た
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で
も
認
可
・

輸
入
さ
れ
、
一
部
の
市
町
村
で
公

費
で
接
種
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者

の
肺
炎
の
約
半
数
は
肺
炎
球
菌
が

原
因
で
、
多
く
の
デ
ー
タ
か
ら
ワ

ク
チ
ン
の
安
全
性
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
本
町
の
予
防
接
種
事
業

は
、
宮
城
県
・
塩
釜
医
師
会
と
協

議
し
委
託
契
約
で
行
っ
て
お
り
、

塩
釜
医
師
会
自
体
、
ど
の
医
療
機

関
が
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
行
っ
て
い
る
か
把
握
し
て
い

な
い
。
検
討
課
題
と
し
て
、
医
療

機
関
の
受
け
入
れ
体
制
、
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
量
、
対
象
年
齢
の
設

定
、
接
種
済
み
者
の
台
帳
管
理
の

方
法
等
な
ど
様
々
な
面
で
解
決

を
要
す
る
問
題
も
多
く
、
直
ち
に

実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

質
問
質
問

答
弁
答
弁

今
後
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
実
施

す
る　

個
別
健
診
は
今
後
の
課
題

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
い
て

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
助
成
を

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
未
解
決
の
問
題
が
多
く
困
難

で
あ
る
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一般質問 ここが聞きたい

　

昨
年
末
の
経
済
不
況

は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
今

を
生
き
る
困
難
が
大
き
く
広
が
っ

て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に

生
き
、
日
本
社
会
が
発
展
す
る
た

め
に
は
子
ど
も
期
が
十
分
に
保
障

さ
れ
豊
か
な
人
間
成
長
へ
道
を
切

り
開
い
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り

を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

子
ど
も
期
に
つ
い
て
は
時
代
や
子

ど
も
観
の
理
解
に
よ
っ
て
様
々
に

異
な
る
。
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

を
願
い
豊
か
な
成
長
を
保
障
し
て

い
く
上
で
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

の
視
点
で
、
子
ど
も
に
関
す
る
条

例
を
策
定
し
、
子
育
て
、
人
づ
く

り
指
針
に
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　

児
童
の
権
利
に
関
す
る

条
約
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
は
、
子
ど
も
の
基
本
的
人
権

を
国
際
的
に
保
障
す
る
た
め
に
制

定
さ
れ
た
条
約
で
、
子
ど
も
の
生

存
・
発
達
・
保
護
・
参
加
と
い
う

包
括
的
な
権
利
を
実
現
確
保
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
具
体
的
事
項

を
規
定
し
て
い
る
。
日
本
国
内
で

の
制
定
状
況
は
ま
だ
少
数
で
、
県

内
で
は
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
。

本
町
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
守

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
、
こ
れ
は

当
然
の
こ
と
で
あ
り
そ
う
認
識
し

て
常
々
行
政
施
策
を
進
め
て
い
る
。

少
子
化
対
策
・
子
育
て
・
子
ど
も

の
教
育
等
の
基
本
理
念
を
う
た
う

こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
と
思
っ

て
お
り
、
検
討
課
題
と
考
え
る
。

相澤佐和子
議 員

質
問
質
問

答
弁
答
弁

　

６
月
議
会
で
も
老
人
福

祉
施
設
の
増
設
を
求
め
た

が
、
居
宅
介
護
が
困
難
な
方
々
が

入
所
で
き
ず
、
本
人
も
家
族
も
苦

労
し
て
い
る
方
々
が
増
え
て
い
る
。

町
で
は
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
、
近
隣
市
町
の
民
間
施
設

利
用
等
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
高
齢
化
は

更
に
進
み
特
養
ホ
ー
ム
等
へ
の
入

所
待
機
者
の
一
層
の
増
加
も
目
に

見
え
て
い
る
。
特
養
ホ
ー
ム
、
宅
老

所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
多
様
な

施
設
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
一
日
も

早
く
計
画
策
定
に
着
手
さ
れ
る
よ

う
求
め
る
。

　

今
期
の
事
業
計
画
（
３

年
間
）
の
中
で
、介
護
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
在
宅

サ
ー
ビ
ス
に
軸
足
を
置
く
と
し
て

い
る
。
３
年
過
ぎ
る
と
ま
た
平
均

年
齢
は
３
歳
上
る
こ
と
に
な
る
の

で
現
在
の
ま
ま
で
い
い
と
い
う
ふ
う

に
は
言
い
き
れ
な
い
。
今
後
の
推
移

や
実
績
を
ふ
ま
え
て
考
え
て
い
く
。

又
国
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
政
権
が

変
っ
た
の
で
、
新
た
な
政
権
の
中
で

見
直
し
す
る
中
身
も
あ
る
よ
う
な

の
で
、
そ
う
し
た
も
の
を
見
な
が

ら
町
と
し
て
は
対
応
し
て
い
き
た

い
。

質
問
質
問

答
弁
答
弁

老
人
福
祉
施
設
の
増
設
を
一
日
も
早
く

新
政
権
の
施
策
に
対
応
し
て
い
く

当
然
の
権
利
で
あ
り
検
討
し
て
い
く

子
育
て・人
づ
く
り
の
指
針
と
し
て「
子

ど
も
に
関
す
る
条
例
」
の
策
定
を

特養ホーム“松島長松苑”
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一般質問 ここが聞きたい

　

地
震
対
策
を
考
え
て

の
施
設
整
備
を
伺
う
。

　

特
に
松
島
地
区
に
お
い
て
平

成
18
年
寄
附
金
２
，
０
０
０
万
円

の
使
途
を
集
会
施
設
の
要
望
で

あ
っ
た
が
町
長
は
い
か
に
取
り
組

ま
れ
る
の
か
伺
う
。

　

①
高
城
公
会
堂
の
場
所
と
、
建

設
時
に
は
水
害
対
策
と
し
て
十
分

な
配
慮
す
べ
き
と
思
う
が
。

　

②
松
島
の
集
会
施
設
建
設
で
関

係
者
と
の
協
議
は
ど
こ
ま
で
さ
れ

た
か
。

　

③
建
設
順
位
は
何
番
目
か
。

　

④
水
族
館
跡
地
で
施
設
を
活
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

⑤
将
来
の
高
齢
化
に
備
え
、
空

住
宅
の
活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　

本
町
に
は
集
会
施
設

が
32
施
設
あ
る
。
整
備

計
画
と
し
て
、
本
郷
区
施
設
を

来
年
建
設
予
定
で
あ
り
、
高
城

公
会
堂
建
設
は
平
成
23
年
の
予

定
で
あ
る
。

　

①
高
城
公
会
堂
に
つ
い
て
は
、

町
有
地
に
絞
っ
て
区
側
と
協
議

し
て
い
る
。
又
、
設
計
の
際
は

水
害
対
策
と
し
て
、
基
礎
高
と

す
る
。

　

②
雑
談
の
中
で
安
全
性
で
ア

バ
ロ
ン
上
の
町
有
地
と
聞
い
て

い
る
が
高
齢
者
に
は
き
つ
い
。

法
雲
庵
は
公
有
地
の
面
と
道
路

幅
員
で
望
ま
し
く
な
い
の
で
な

い
か
。

　

③
海
岸
の
基
幹
施
設
と
し
て

高
城
の
次
は
松
島
を
検
討
す
る
。

　

④
新
し
い
提
案
と
し
て
そ
う

い
っ
た
選
択
も
あ
る
。
検
討
の

材
料
と
す
る
。

　

⑤
貴
重
な
提
案
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
当
然
予
想
さ
れ

る
し
、
今
後
検
討
の
課
題
と
す

る
。

今
後
の
集
会
施
設
整
備（
仮
称
松
島
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
含
む
）
に
つ
い
て

色川晴夫
議 員

本
郷
に
次
い
で
高
城
公
会
堂
、
次
の

松
島
建
設
は
提
案
と
し
て
受
け
る

質
問
質
問

答
弁
答
弁

　

①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

松
島
の
そ
の
後
の
経
過

に
つ
い
て
、
９
月
11
日
指
定
業

者
と
の
聴
聞
会
の
内
容
と
結
果

を
聞
き
た
い
。
何
故
こ
ん
な
に

も
時
間
が
か
か
っ
た
の
か
伺
う
。

　

②
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
う
ち
、
25
〜
30
名
の
待
機

者
が
い
る
と
言
わ
れ
る
認
知
症

の
高
齢
者
対
策
は
ど
う
す
る
の

か
伺
う
。

　

①
介
護
保
険
法
の
規

定
に
従
い
、
２
月
10
日

の
立
入
り
検
査
を
実
施
し
た
が
、

責
任
者
が
お
ら
ず
３
〜
５
月
に

か
け
国
・
県
・
弁
護
士
な
ど
と

調
整
し
た
。
再
度
６
月
18
日
予

定
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
者
の
都

合
で
延
期
と
な
り
９
月
の
開
催

と
な
っ
た
。
相
手
方
の
権
利
も

あ
り
場
合
に
よ
っ
て
は
、
裁
判

も
あ
り
得
る
の
で
手
続
き
に
経

過
を
と
っ
て
い
る
。（
内
容
・
結

果
の
説
明
な
し
）。

　

②
現
段
階
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
松
島
の
指
定
事
業
所
の

取
消
に
つ
い
て
確
定
し
て
い
な

い
が
、
23
年
度
ま
で
に
整
備
目

標
４
ユ
ニ
ッ
ト
36
床
を
達
成
す

る
必
要
が
あ
り
、
介
護
保
険
運

営
協
議
会
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

小幡公雄
議 員

23
年
度
に
４
ユ
ニ
ッ
ト
36
床
を
整
備

質
問
質
問

答
弁
答
弁

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
松
島
の
そ
の
後
と

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

計
画
は
ど
う
進
め
る
の
か
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都
市
計
画
区
域
の
変

更
に
つ
い
て
の
質
問
に

工
業
団
地
が
な
い
の
で
仙
塩
都

市
計
画
の
見
直
し
の
中
で
や
っ

て
い
く
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
平

成
20
年
度
決
算
で
の
「
ま
ち
づ

く
り
方
針
作
成
業
務
報
告
書
」

の
中
で
根
廻
地
区
を
工
業
団
地

と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
予
算
時
の
説
明
も
一

切
な
い
。
町
発
展
の
基
本
と
な

る
こ
の
様
な
計
画
を
樹
て
る
場

合
、
住
民
や
議
会
の
意
見
を
求

め
る
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。
又

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

国
土
利
用
計
画
は
上
位
計
画
で

あ
り
そ
れ
ら
計
画
の
変
更
を
し

て
か
ら
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

　

国
土
利
用
計
画
、
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
計
画

的
に
は
上
位
計
画
で
あ
る
が
上
位

計
画
は
解
釈
に
幅
が
あ
り
、
ぎ
し

ぎ
し
し
た
も
の
で
は
な
い
。
今
度

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
試
案
の
段
階
で
あ
り

松
島
町
と
し
て
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
中
に
位
置
づ
け
を
し
な
い

と
県
と
し
て
は
町
の
正
式
な
プ
ラ

ン
と
は
見
な
い
。
正
式
な
プ
ラ
ン

と
見
な
さ
れ
な
け
れ
ば
当
然
今
度

の
都
市
計
画
区
域
変
更
に
つ
い
て

行
政
的
取
扱
い
と
し
て
は
乗
っ
て

こ
な
い
。
そ
こ
で
松
島
町
で
試
案

と
し
て
策
定
し
た
も
の
を
も
っ
て

手
続
的
に
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

住
民
意
見
と
い
う
の
は
前
の
都
市

計
画
決
定
事
項
を
仙
塩
都
市
計
画

区
域
に
移
行
す
る
だ
け
な
の
で
住

民
の
意
向
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

尾口慶悦
議 員

一般質問 ここが聞きたい

質
問
質
問

答
弁
答
弁

現
在
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
そ
の
ま
ま
移

行
す
る
だ
け
の
事
務
手
続
き
で
あ
る

都
市
計
画
区
域
の
変
更
（
松
島
観
光
都
市
計

画
区
域
か
ら
仙
塩
都
市
計
画
区
域
へ
の
変
更
）

に
つ
い
て

仙塩広域都市計画見直し説明会
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○○？？

　

議
会
活
性
化
・
町
民
と
共
に

あ
る
議
会
を
掲
げ
宮
城
県
で
初

の
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定

し
た
松
島
町
議
会
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

平
成
20
年
３
月
６
日

松
島
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

平
成
20
年
３
月
26
日

議
会
基
本
条
例
運
営
検
討
特
別

委
員
会
の
設
置

平
成
20
年
６
月
１
日

松
島
町
議
会
基
本
条
例
の
施
行

平
成
20
年
10
月
20
日
〜
11
月
２
日

議
会
報
告
会
の
開
催

平
成
21
年
２
月
１
日

議
会
報
告
会
の
Ｑ
＆
Ａ
報
告
号

を
発
行
（
平
成
20
年
度
分
）

平
成
21
年
６
月
20
日
〜
７
月
12
日

議
会
報
告
会
の
開
催

議
会
報
告
会
後
の
委
員
会
活
動

　

町
に
対
す
る
意
見
要
望
等
に

つ
い
て
町
の
考
え
方
、
対
応
等

に
つ
い
て
町
民
に
説
明
さ
れ
る

こ
と
及
び
町
民
へ
の
周
知
方
法

等
に
つ
い
て
議
会
に
文
書
で
回

答
さ
れ
る
事
を
町
長
に
求
め
る
。

　

特
別
委
員
会
は
更
に
「
住
民

要
望
等
」
に
つ
い
て
「
常
任
委
員

会
で
調
査
す
る
な
ど
検
討
さ
れ
る

べ
き
」
と
の
意
志
確
認
を
し
て
い

る
。
ま
た
特
別
委
員
会
全
体
会
議
、

小
委
員
会
議
を
重
ね
会
議
規
則
や

委
員
会
条
例
等
の
内
容
、
文
言
の

改
正
と
整
文
等
、
諸
事
に
亘
っ
て

問
題
点
の
抽
出
、
検
討
が
続
け
ら

れ
て
き
て
い
る
。
今
年
９
月
定
例

会
か
ら
は
広
く
町
政
上
の
論
点
、

争
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
議
案

審
議
」
で
は
試
行
と
し
て
一
問
一
答

方
式
を
実
施
し
た
。
ま
た
、「
一
般

質
問
」
で
は
従
来
の
一
括
方
式
と

一
問
一
答
方
式
の
選
択
と
し
、
１
人

の
議
員
に
対
し
て
答
弁
を
含
め
て

90
分
以
内
の
時
間
制
限
を
設
け
た
。

＝
こ
れ
ま
で
の
経
緯
＝

○
平
成
20
年
６
月
２
日
、(

社)

東
北
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議

会
観
光
資
源
有
効
活
用
研
究

部
会
（
山
田
純
部
会
長
）
よ

り
来
町
の
う
え
陳
情

○
平
成
20
年
６
月
議
会
に
お
い

て
第
１
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託

○
平
成
20
年
９
月
議
会
で
14
対

３
で
趣
旨
採
択

○
平
成
21
年
３
月
議
会
で
誘
致

推
進
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
（
色
川
晴
夫
委

員
長
）

○
以
降
３
回
の
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
特
別
委
員
会
内

に
設
置
さ
れ
た
小
委
員
会
が

持
た
れ
て
い
る
。

＝
平
成
21
年
9
月
議
会
に
お
け

る
中
間
報
告
＝

○
法
的
問
題
と
し
て
カ
ジ
ノ
は

明
治
期
か
ら
現
在
ま
で
一
貫

し
て
非
合
法
な
「
賭
博
」
と

し
て
禁
止
さ
れ
て
き
て
い
る
。

○
一
面
で
は
観
光
大
国
を
め
ざ

し
訪
日
外
国
人
誘
致
が
政
府
を

あ
げ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
は
可
能
で
あ
れ

ば
観
光
振
興
、
地
域
振
興
、
財

源
対
策
等
を
考
慮
し
任
期
満
了

ま
で
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く

一
般
会
議
を
開
催
し
て
い
く
事

と
す
る
。

　

町
執
行
部
と
の
意
思
疎
通
も

欠
か
せ
な
い
。
今
後
は
住
民
投

票
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
議
論

も
あ
り
得
る
。

議
会
基
本
条
例
運
営
検
討

特
別
委
員
会
報
告

ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
複
合
施
設
の

誘
致
推
進
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

中
間
報
告

ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
エ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
と
は

テ
イ
メ
ン
ト
と
は

　

ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
と
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
家
族
で

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
テ
ー
マ
パ
ー

ク
、
劇
場
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

･

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
国
際
会
議
場
ホ
テ
ル
等
に
ゲ
ー

ミ
ン
グ
を
含
め
た
複
合
型
の
施
設
で

す
。

　

ゲ
ー
ミ
ン
グ
自
体
は
適
正
な
管
理
の

下
で
安
心
、
安
全
、
公
平
で
健
全
な

「
楽
し
み
や
気
晴
ら
し
」
と
い
う
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
一
部
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
お
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で

時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
６
年
2
月
に
自
由
民
主

党
内
に
「
カ
ジ
ノ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
6
月
に

「
我
が
国
に
お
け
る
カ
ジ
ノ
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
導
入
に
向
け
て
の
基
本
方

針
」
公
表
。
合
法
化
が
現
実
味
を
帯
び

て
全
国
各
地
で
活
発
に
カ
ジ
ノ
誘
致
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
引
用
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
事
業

可
能
性
調
査
報
告
書
、
沖
縄
県
・
２

０
０
３
年
4
月
よ
り
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〈

第
１
常
任
委
員
会〉

◇
調
査
事
件

　

観
光
振
興
と
財
源
対
策
に
つ

い
て

◇
調
査
期
日

　

平
成
21
年
１
月
23
日
か
ら
延

べ
14
回

◇
調
査
概
要

　

観
光
協
会
理
事
者
と
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。
意
見
交
換

事
項
は
①
松
島
海
岸
駅
と
駅
前

広
場
の
望
ま
し
い
あ
り
方
②
２

次
交
通
（
循
環
バ
ス
）
の
確
保

③
水
族
館
跡
地
の
跡
地
利
用
④

食
（
地
産
地
消
）
に
よ
る
ま
ち

お
こ
し
⑤
観
光
松
島
に
ふ
さ
わ

し
い
景
観
と
景
観
行
政
団
体
⑥

県
営
駐
車
場
の
円
滑
な
利
用
（
大

型
バ
ス
の
対
応
、
空
車
表
示
）

△
調
査
に
よ
る
結
論

　

町
当
局
に
対
し
次
に
つ
い
て

議
会
へ
の
説
明
を
求
め
る
。

①
松
島
海
岸
駅
舎
の
ト
イ
レ
、

会
議
室
等
に
つ
い
て
は
必
ず
し

も
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て

い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
議

会
で
の
質
疑
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ

側
へ
積
極
的
な
対
応
が
な
さ
れ

て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

②
循
環
バ
ス
は
特
例
許
可
に
よ

る
も
の
で
平
成
21
年
３
月
20
日

に
廃
止
と
な
る
。
町
と
し
て
の

方
向
性
を
早
急
に
示
す
べ
き
で

あ
る
。

③
水
族
館
跡
地
利
用
の
課
題
で

は
庁
舎
内
に
跡
地
利
用
検
討
委

員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
対
県
折

衝
に
至
っ
て
い
な
い
。
観
光
客

に
喜
ば
れ
る
施
設
づ
く
り
に
努

め
ら
れ
た
い
。

④
生
産
者
、
業
者
、
消
費
者
間

の
情
報
交
換
の
必
要
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
現
状
は
専
門
家

も
い
な
い
。
支
援
体
制
、
対
策

を
早
急
に
た
て
ら
れ
る
よ
う
求

め
る
。

⑤
景
観
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
住

民
懇
談
会
等
で
住
民
の
声
の
吸

収
集
約
が
大
切
で
あ
る
。
対
策

の
な
い
行
政
先
行
で
の
景
観
行

政
団
体
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

⑥
県
営
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

町
の
管
理
も
含
め
た
管
理
体
制

に
つ
い
て
強
力
に
県
と
協
議
す

べ
き
で
あ
る
。
浪
打
浜
駐
車
場
の

無
料
化
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

〈

第
２
常
任
委
員
会〉

◇
調
査
事
件

　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

の
充
実
に
つ
い
て

◇
調
査
期
日

　

平
成
21
年
２
月
４
日
か
ら
延

べ
８
回

◇
調
査
の
概
要

　

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

の
問
題
点
は
表
裏
一
体
で
あ
り

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
に
は

松
島
町
と
し
て
も
う
一
歩
踏
み

込
ん
だ
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
先
進
地
の
長
野
県
下

諏
訪
町
・
高
森
町
を
視
察
研
修

し
た
。

△
調
査
の
結
果

　

先
進
地
は
首
長
が
人
口
増
を

図
る
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
本

町
も
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
望
ま
れ
る
。
今
年
度
は
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
後
期

行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
る
事
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
少
子
化
対

策
、
子
育
て
支
援
、
乳
幼
児
か

ら
の
学
童
保
育
等
々
を
考
え
た

行
動
計
画
も
入
れ
、
そ
れ
ら
を

進
め
て
い
く
上
で
の
行
政
改
革

も
急
務
で
は
な
い
か
。

〈

第
２
常
任
委
員
会〉

◇
研
修
期
日

平
成
21
年
６
月
24
日
〜
26
日

◇
研
修
場
所

１
．
長
野
県
下
諏
訪
町

２
．
長
野
県
高
森
町

◇
研
修
目
的

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⑴
「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
」
事
業
に

つ
い
て

⑵
子
育
て
支
援
に
係
る
費
用
負
担

の
援
助
等
に
つ
い
て

◇
研
修
内
容

　

下
諏
訪
町
は
、
こ
の
５
年
間
で
総

人
口
が
5.5
％
減
少
し
特
に
５
歳
以
下

の
人
口
は
13
・
4
％
（
137
人
）
減
少

し
て
い
る
。
人
口
増
を
目
指
す
と
り

く
み
と
し
て
、
子
育
て
支
援
に
努
め

て
お
り
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
整
備
や
、「
子
ど

も
は
地
域
の
宝
」
と
い
う
認
識
に
再

度
立
ち
返
り
、「
下
諏
訪
町
に
生
ま

れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
、
地
域
全
体
で
子

育
て
支
援
を
す
る
整
備
に
行
政
が

先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑴
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業

　

平
成
19
年
３
月
か
ら
商
工
会
議
所

と
の
協
働
事
業
で
、
出
生
し
た
子
ど
も

の
保
護
者
に
、
協
賛
事
業
所
（
現
在

70
店
）
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
カ
ー
ド
事
業
を
開
始
。
21
年
３

月
現
在
で
249
人
に
発
行
し
て
い
る
。

⑵
子
育
て
支
援
に
係
る
費
用
負
担

の
援
助
。

　

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
下

諏
訪
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
、
誕

生
祝
金
２
万
円
を
支
給
。
20
年
度
は

170
人
の
方
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

高
森
町
で
は
町
独
自
の
事
業
と
し

て
、
平
成
17
年
度
よ
り
母
子
・
父
子

家
庭
等
の
児
童
に
１
人
あ
た
り
年
額

７
千
円
支
給
さ
れ
て
お
り
、
20
年
度

は
198
世
帯
298
人
に
支
給
さ
れ
て
い

る
。

　

高
森
町
は
、
飯
田
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
も
増
加
し
て
お

り
、
子
育
て
中
の
共
働
き
世
帯
も
多

く
家
庭
の
経
済
的
不
安
を
少
し
で

も
解
消
し
、
安
心
し
て
出
産
・
育
児

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
国
の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
採
り
入
れ
進
め
て
い
る
。

⑴
サ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
ド
事
業

に
つ
い
て

常
任
委
員
会 

所
管
事
務
調
査
報
告

先
進
地
行
政
視
察
研
修
報
告
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平
成
19
年
５
月
か
ら
、
高
森
町
商

工
会
が
事
業
主
体
と
な
り
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
１
人
以
上
を
養
育
し
て

い
る
家
族
を
応
援
す
る
内
容
で
、
買

い
物
な
ど
で
優
待
を
受
け
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
協
賛
す
る
店
舗
・
事
業

者
は
子
育
て
世
帯
に
来
店
し
て
も
ら

え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

⑵
子
育
て
支
援
に
係
る
費
用
負
担

の
援
助
に
つ
い
て
。

　

出
生
祝
金
と
し
て
第
３
子
以
降
の

子
ど
も
を
養
育
す
る
父
母
に
、
子
ど

も
１
人
に
５
万
円
が
商
品
券
で
支
給

さ
れ
て
い
る
。（
平
成
20
年
度
は
第

３
子
61
名
）。
保
育
料
減
免
10
％
を

行
っ
て
い
る
。

❖
意
見
・
・
・

　

下
諏
訪
、
高
森
の
両
町
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
、
自
治
体
の
首
長
が
子
育

て
、
若
者
定
住
等
に
必
要
な
環
境
づ

く
り
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
と

り
く
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
財
政

の
多
少
で
は
な
く
地
域
に
根
ざ
し
た

子
育
て
支
援
を
住
民
と
と
も
に
取

り
く
む
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

《
第
１
常
任
委
員
会
》

◇
研
修
期
日

平
成
21
年
７
月
13
日
〜
15
日

◇
研
修
場
所

愛
知
県
一
色
町

愛
知
県
田
原
市

◇
研
修
目
的

地
場
産
業
・
特
産
物
振
興

⑴
一
色
さ
か
な
広
場
の
設
立

⑵
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
構
想
・

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◇
研
修
地
特
徴

　

研
修
目
的
は
地
場
産
業
・
特
産
品

づ
く
り
の
先
進
実
例
を
学
ぶ
事
で
あ

り
、
一
色
町
・
田
原
市
の
そ
れ
ぞ
れ

に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

◇
一
色
さ
か
な
広
場

①
昭
和
62
年
に
一
色
町
未
来
を
開
く

100
人
委
員
会
に
よ
っ
て
民
間
活
力
を

導
入
し
た
特
産
品
販
売
施
設
整
備
の

提
言
が
な
さ
れ
、
翌
63
年
に
農
漁
協
、

商
工
会
、
観
光
協
会
等
に
よ
る
一
色

町
地
場
産
業
振
興
対
策
協
議
会
が
設

立
さ
れ
る
。

②
平
成
５
年
、
県
助
成
、
町
費
充
当

で
株
式
会
社
と
し
て
公
設
民
営
事
業

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

③
地
元
漁
協
と
連
携
し
た
朝
市
の
設

置
が
さ
れ
る
。

④
さ
か
な
広
場
の
店
舗
は
業
者
が
直

接
出
店
し
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
方
式
を

採
用

⑤
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
は
テ
ナ
ン
ト
会

が
自
立
的
に
協
議
し
て
い
る
。

㈮
集
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
鉄
道
事
業
者

が
土
地
や
施
設
の
手
当
て
、
経
営
、

広
告
宣
伝
等
の
面
で
は
行
政
が
支
援
。

⑥
平
成
８
年
以
降
は
黒
字
決
算
と
な

る
。
施
設
開
始
以
前
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
観
光
客
は
一
気
に
100
万
人
近

く
と
な
っ
た
。

◇
視
察
研
修
を
終
え
て
町
へ
の
提
言

１
．
水
族
館
跡
地
は
町
民
や
民
間
の

ア
イ
デ
ア
を
入
れ
幅
広
い
意
見
を
集

約
で
き
る
方
向
性
を
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。

２
．
松
島
は
地
場
産
品
供
給
に
対
す

る
農
漁
業
や
商
工
会
、
観
光
協
会
と

の
連
携
は
乏
し
く
、
行
政
の
課
題
と

し
て
深
く
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

◇
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
構
想

①
田
原
市
は
環
境
と
共
生
す
る
豊
か

で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
理
念

と
し
「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
構
想
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②
具
体
的
に
は
一
日
１
，
５
０
０
ト

ン
の
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
に
お
け
る
ガ

ス
利
用
。

③
農
業
委
員
会
の
遊
休
農
地
調
査
活

動
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
、
各
団
体
、

農
家
、
行
政
、
農
業
委
員
会
等
に
よ

る
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推

進
が
な
さ
れ
て
い
る
。

④
耕
作
放
棄
地
対
策
で
は
農
業
者

と
農
業
委
員
会
の
手
弁
当
に
よ
る
調

査
、
協
議
結
果
が
地
図
に
落
と
さ
れ

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
の
も

と
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
行
政
の
果
す

役
割
と
住
民
の
役
割
が
同
じ
方
向
に

向
っ
て
進
む
こ
と
の
力
強
さ
と
正
し

さ
が
立
証
さ
れ
て
い
た
。

⑤
結
果
と
し
て
田
原
市
の
農
業
総
産

出
額
は
724
億
円
と
全
国
一
位
の
実
績

が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。

◇
視
察
研
修
を
終
え
て
町
へ
の
提
言

１
．
松
島
町
は
水
田
852 

ha
の
う
ち

103 

ha
が
遊
休
農
地
（
12
％
）
で
あ
る
。

遊
休
農
地
を
生
き
返
ら
せ
る
方
策
と

し
て
菜
の
花
を
は
じ
め
と
し
た
地
産

地
消
作
物
の
作
付
を
農
業
委
員
を
中

心
に
対
策
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
町
長

と
し
て
の
総
合
調
整
権
を
発
揮
し
、

農
業
、
商
工
、
観
光
の
連
携
に
よ
る

町
活
性
化
対
策
を
示
す
よ
う
求
め
る
。

〈

議
会
運
営
委
員
会〉

　

宮
城
県
下
で
初
と
な
っ
た
松
島
町

議
会
基
本
条
例
は
平
成
20
年
６
月
１

日
施
行
さ
れ
た
。
同
条
例
の
制
定
は

住
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
の
議
会

改
革
の
発
露
で
あ
っ
た
。
同
条
例
づ

く
り
の
大
き
な
役
割
を
果
し
た
議
会

運
営
委
員
会
は
一
般
質
問
と
議
案
審

議
に
対
す
る
一
問
一
答
の
導
入
の
あ

り
方
に
つ
い
て
先
進
地
を
視
察
研
修

を
し
た
。

◇
研
修
期
日

平
成
21
年
８
月
３
日
〜
４
日

◇
研
修
場
所

北
海
道
福
島
町
議
会

◇
研
修
目
的

９
月
議
会
よ
り
試
行
す
る
一
問
一
答

質
疑
に
つ
い
て

◇
研
修
の
ま
と
め

⑴
福
島
町
議
会
で
は
一
問
一
答
方
式

を
取
り
入
れ
質
疑
の
回
数
制
限
の
撤

廃
や
一
般
質
問
の
回
数
・
時
間
制
限

の
廃
止
等
多
様
な
改
革
を
進
め
て
い

る
。

⑵
通
年
議
会
を
実
施
し
て
い
る
。

⑶
先
進
事
例
と
し
て
傍
聴
者
規
制
を

大
幅
に
緩
和
し
て
い
る
。

⑷
議
長
の
許
可
を
受
け
た
傍
聴
者
に

討
議
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
し
か
し
代
表
民
主
制
の
議
会
に

傍
聴
者
が
参
加
す
る
事
は
代
表
民
主

制
の
制
度
そ
の
も
の
の
本
質
を
考
え

高森町子育て支援センター

愛知県田原市
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る
と
疑
義
が
残
る
。

⑸
福
島
町
議
会
、
溝
部
議
長
の
「
議

会
の
変
革
は
自
分
を
か
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。」
と
の
言
葉
に
議
会
改

革
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

質
問
回
数
、
時
間
の
制
限
を
撤
廃

し
て
行
う
本
町
で
の
実
施
を
考
え
た

と
き
、
質
疑
者
数
や
質
問
時
間
に
大

き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

会
期
や
議
事
日
程
の
調
整
を
ど
の
よ

う
に
図
る
の
か
が
今
後
の
課
題
と
な

る
。

　

議
会
改
革
、
責
任
を
噛
み
し
め
る

こ
と
の
で
き
た
視
察
研
修
だ
っ
た
。

一
、
期
日
・
場
所
〜
平
成
21
年
７
月

28
日(

火)

、
役
場
会
議
室

二
、
主
な
内
容
〜
商
工
会
よ
り
福
田

正
朗
会
長
他
４
名
、
議
会
か
ら
菅
野

議
長
他
４
名
と
産
業
観
光
課
職
員
２

名
の
出
席
で
初
め
て
の
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
た
。

　

商
工
会
よ
り
平
成
21
年
度
の
主
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。

①
地
域
経
済
活
性
化
の
推
進

○
プ
レ
ミ
ア
ム
共
通
商
品
券
の
発

行
等

②
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
推
進

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
や
レ

ジ
袋
の
使
用
削
減
に
対
す
る
要

請
活
動
等
。

③
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
推
進

　

他
に
住
み
良
い
地
域
環
境
づ
く
り
、

農
・
商
工
連
携
の
推
進
、
会
員
ニ
ー

ズ
の
把
握
等
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
の
強
化
。

　

議
会
と
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
更

に
子
育
て
支
援
や
松
島
名
物
菓
子
作

り
、
地
場
産
品
の
有
効
活
用
等
と
話

が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。

　

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
住

民
の
声
を
十
分
聞
く
機
会
を
多
く
設

け
て
い
く
予
定
で
す
。

一
、
期
日
・
場
所
〜
平
成
21
年
９
月

25
日(

金)

、
中
央
公
民
館

二
、
主
な
内
容
〜
婦
人
会
よ
り
後
藤

澄
子
会
長
他
会
員
約
50
名
、
議
会
か

ら
菅
野
議
長
他
４
名
の
出
席
で
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

　

議
会
か
ら
は
話
題
提
供
と
し
て

「
議
会
の
役
割
」
や
「
議
会
改
革
と

議
会
基
本
条
例
等
」
に
つ
い
て
、
見

や
す
い
資
料
を
配
布
し
な
が
ら
説
明

さ
れ
た
。
質
疑
の
時
間
に
は
、
婦
人

の
視
点
に
立
っ

た
児
童
公
園
の

状
況
や
町
民
バ

ス
の
利
用
等
生

活
に
密
着
し
た

意
見
が
出
さ
れ

る
な
ど
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
活
発
な

意
見
交
換
会
と

な
っ
た
。

北海道福島町

町
民
と
議
会
の
一
般
会
議

町
民
と
議
会
の
一
般
会
議
（
意
見
交
換
会
）

（
意
見
交
換
会
）

　

昭
和
60
年
１
月
１
日
の
創
刊
号

発
行
に
寄
せ
て
、
当
時
の
先
輩
議
員

方
々
は
「
議
会
の
日
頃
の
活
動
や
議

案
審
議
・
決
議
等
を
つ
ま
び
ら
か
に

町
民
の
方
々
に
報
告
す
る
手
だ
て
と

し
て
発
刊
」
し
広
報
の
使
命
に
立
脚

し
忠
実
・
公
平
・
迅
速
・
読
み
易
い

も
の
に
す
る
」
と
そ
の
意
義
が
語
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
意
義
を
引
き
つ

ぎ
今
日
ま
で
編
集
に
携
っ
て
来
ま
し

た
。
発
刊
時
は
Ｂ
５
版
６
ペ
ー
ジ
〜

８
ペ
ー
ジ
で
納
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
間
国
政
と
国
民
生
活
の
矛
盾
の

広
が
り
、
経
済
状
況
の
変
化
等
を
背

景
に
、
町
議
会
で
の
議
案
審
議
や
住

民
要
望
の
多
様
化
等
に
て
、
今
日
で

は
Ａ
４
版
36
ペ
ー
ジ
〜
40
ペ
ー
ジ
で

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
松
島
町
議

会
の
記
録
史
的
文
書
に
は
な
っ
て
い

ま
す
が
、
読
者
の
皆
様
か
ら
も
、
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
内
容
、
読
み
易

く
親
し
み
あ
る
も
の
に
と
い
う
意
見・

要
望
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
編
集
委
員
は
今
回
で
任
期
を
終
了

し
ま
す
。
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

相
澤
佐
和
子

議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

渋
谷　

秀
夫

副
委
員
長　

高
橋　

幸
彦

委
員　
　
　

相
澤
佐
和
子

　
　
　
　
　

千
葉　

繁
夫

　
　
　
　
　

高
橋　

辰
郎

　
　
　
　
　

小
幡　

公
雄

100
2
0
0
9

平
成
21
年
11
月

発
行
　
宮
城
県
松
島
町
議
会
　

編
集
　
議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

〒
981-0215 宮

城
県
宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
町
10 TEL.022-354-5712 　

FAX.022-354-3140
ま
つ
し
ま
議
会
だ
よ
り

ま
つ
し
ま
議
会
だ
よ
り

ホームページアドレスホームページアドレス
http://www.town.matsushima.miyagi.jp/http://www.town.matsushima.miyagi.jp/

議会Eメール議会Eメール
gikai@town.matsushima.miyagi.jpgikai@town.matsushima.miyagi.jp

町のホームページから町のホームページから
議会だよりが議会だよりが
検索できます！検索できます！

この広報誌は環境に優しい
大豆油インキで印刷しています

（

）

「
松
島
町
商
工
会
と
の

意
見
交
換
会
」

議
会
だ
よ
り
も
今
回
で
第
100
号
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

編
集
後
記

（

）

「
松
島
町
婦
人
会
と
の

意
見
交
換
会
」

次回12月定例会は次回12月定例会は
12月中旬12月中旬
開催予定です開催予定です

新議員による初議会です。新議員による初議会です。
ぜひ、傍聴においでください。ぜひ、傍聴においでください。


